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グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
に

直
結
す
る
新
高
層
ビ
ル
、ワ
ン
・

バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
︵
東
42
丁
目

45
番
地
︶
の
展
望
台
﹁
サ
ミ
ッ

ト
・
ワ
ン
・
バ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ド
﹂

が
、
21
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

﹁
あ
り
ふ
れ
た
日
常
か
ら

の
脱
却
﹂
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
高
さ
１
１
０
０
フ
ィ
ー
ト

︵
３
３
５
メ
ー
ト
ル
︶
の
高
さ

に
設
置
さ
れ
た
屋
外
テ
ラ
ス
や

イ
ン
ド
ア
ラ
ウ
ン
ジ
か
ら
は
軽

食
や
ド
リ
ン
ク
と
と
も
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
圧
倒
的
な
景
色
と

非
日
常
の
体
験
が
楽
し
め
る
。

91
階
か
ら
93
階
ま
で
の
３
フ

ロ
ア
に
わ
た
る
展
望
施
設
に

は
、
床
も
天
井
も
全
て
が
ガ
ラ

ス
と
鏡
張
り
の
空
間
の
ほ
か
、

同
じ
く
全
て
が
ガ
ラ
ス
張
り
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
﹁
ア
セ
ン
ト
﹂、

マ
ジ
ソ
ン
街
上
空
に
吊
る
さ
れ

た
透
明
ガ
ラ
ス
ボ
ッ
ク
ス
の
中

で
空
中
浮
遊
体
験
が
で
き
る

﹁
レ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂、
銀
色
の

風
船
が
浮
か
ぶ
ア
ー
ト
の
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
﹁
エ
ア
ー
﹂

や
草
間
彌
生
の
大
き
な
水
滴
の

よ
う
な
ア
ー
ト
展
示
な
ど
、
こ

れ
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い

新
感
覚
を
体
験
出
来
る
。

　
ガ
ラ
ス
と
鏡
張
り
の
空
間
で

は
、
昼
間
は
空
や
雲
、
周
辺
の

ビ
ル
や
太
陽
が
部
屋
中
に
眩
し

く
反
射
し
、
夜
間
は
息
を
の
む

よ
う
な
ま
ば
ゆ
い
夜
景
が
別
世

界
へ
と
誘
う
。
空
間
の
新
た
な

楽
し
み
方
を
提
案
す
る
サ
ミ
ッ

ト
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
象
徴

す
る
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

な
る
だ
ろ
う
。

　
展
望
台
の
営
業
は
木
〜
日
曜

ま
で
の
週
４
日
。
時
間
は
木
曜

が
午
後
３
時
〜
10
時
30
分
、金
・

土
曜
が
午
前
９
時
〜
深
夜
12

時
、
日
曜
が
午
前
10
時
〜
午
後

７
時
。
昼
間
に
訪
れ
る
際
に
は

か
な
り
眩
し
い
た
め
サ
ン
グ
ラ

ス
を
持
参
し
、
床
も
鏡
張
り
の

た
め
パ
ン
ツ
ス
タ
イ
ル
で
の
入

場
を
推
奨
し
て
い
る
。

　
入
場
料
は
39
ド
ル
〜
73
ド

ル
︵
５
歳
以
下
は
無
料
、
Ｎ

Ｙ
市
民
割
引
も
あ
る
︶。
チ
ケ

ッ
ト
と
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://sum
m

itov.com

を

参
照
す
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

超
高
層
の
新
名
所
展望台「サミット」

ワン・バンダービルド
21日にオープン

床の大部分がガラス貼りのシースルーになっていて高所恐怖症の人だと足がすくんでしまう 91 階展望台（18 日、写真・三浦良一）

草間彌生の大きな水滴のような作品もイーストサイドの絶景を至近距離から見ることができる

来
週
号
は
お
休
み
で
す
。
10
月
は
発
行
日
に
当
た
る
土
曜
日

が
５
回
あ
る
た
め
、
第
５
週
の
30
日
号
は
11
月
６
日
号
と
の

合
併
号
に
な
り
ま
す
。
次
回
は
11
月
４
日
の
配
達
に
な
り
ま

す
。
本
紙
は
月
４
回
発
行
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
　
　

本紙・衆院選緊急在外選挙座談会４〜５面
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今
月
14
日
の
衆
議
院
解
散
に

よ
り
19
日
に
公
示
さ
れ
た
第
49

回
衆
議
院
選
挙
が
日
本
で
31
日

に
実
施
さ
れ
る
の
に
伴
い
在
外

投
票
が
、
公
示
日
翌
日
の
10
月

20
日
か
ら
24
日
︵
日
︶
ま
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
館
︵
パ
ー
ク

街
２
９
９
番
地
︶
で
の
公
館
投

票
は
同
期
間
中
の
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、平
日
、

週
末
共
に
実
施
さ
れ
る
。
投
票

の
た
め
に
総
領
事
館
に
行
く
場

合
は
来
館
予
約
の
必
要
は
な

い
。
投
票
記
載
場
所
で
は
、
手

指
消
毒
液
の
設
置
や
机
・
鉛
筆

の
こ
ま
め
な
消
毒
な
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
投
票
所
で
は
マ
ス
ク
の
着
用

を
求
め
て
い
る
。
投
票
記
載
場

所
の
過
密
化
防
止
の
観
点
か

ら
、
身
体
の
不
自
由
な
人
、
高

齢
者
及
び
子
供
を
同
伴
す
る
場

合
な
ど
を
除
き
、
で
き
る
だ
け

投
票
者
の
み
で
投
票
所
に
行
く

よ
う
協
力
を
求
め
て
い
る
。

　
在
外
投
票
は
日
本
の
不
在
者

投
票
に
準
じ
て
制
定
さ
れ
た
た

め
、
投
票
用
紙
を
日
本
国
内
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
日
ま

で
届
け
る
必
要
上
前
倒
し
で
実

施
さ
れ
る
。

　
公
館
投
票
時
に
持
参
す
る
も

の
は
﹁
在
外
選
挙
人
証
﹂
と
﹁
有

効
な
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
﹂
ま

た
は
米
国
の
自
動
車
運
転
免
許

証
や
外
国
人
登
録
証
な
ど
。
在

外
選
挙
人
証
所
持
者
の
投
票
方

法
は
、
在
外
公
館
投
票
、
郵
便

投
票
、
日
本
国
内
に
お
け
る
投

票
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
方
法
。

在
外
公
館
投
票
は
、
日
本
大
使

館
、
総
領
事
館
お
よ
び
領
事
事

務
所
で
可
能
。
郵
便
投
票
は
、

ま
ず
、
登
録
さ
れ
て
い
る
選
挙

管
理
委
会
に
、
請
求
書
お
よ
び

選
挙
人
証
を
郵
送
す
る
。

　︻
郵
便
投
票
と
国
内
投
票
︼

　
請
求
用
紙
は
在
外
選
挙
人
証

発
行
時
に
配
布
さ
れ
た
﹁
在
外

投
票
の
手
引
き
﹂
か
ら
コ
ピ
ー

す
る
か
、
外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
。
郵
便
投
票
手
続
き
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
投
票
用
紙
に
記
入
し
、
国

内
投
票
日
の
10
月
31
日
︵
日
︶

の
投
票
所
閉
鎖
時
刻
︵
原
則
午

後
８
時
︶
ま
で
に
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
届
く
よ
う
に
郵
送
す

る
こ
と
。

　
日
本
国
内
に
お
け
る
投
票

は
、
一
時
帰
国
し
た
場
合
や
帰

国
後
、
国
内
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
ま
で
の
間
︵
転
入

届
け
提
出
後
３
か
月
間
︶
は
、

在
外
選
挙
人
証
を
提
示
し
て
投

票
が
可
能
だ
。
具
体
的
に
は
、

公
示
日
の
翌
日
か
ら
国
内
投
票

日
の
前
日
ま
で
は
、︵
１
︶
期

日
前
投
票
＝
登
録
先
の
市
区
町

村
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し

た
期
日
前
投
票
所
に
お
け
る
投

票
が
可
能
。
不
在
者
投
票
＝
在

外
選
挙
人
名
簿
登
録
地
以
外
の

市
区
町
村
に
お
け
る
投
票
が
可

能
。
ま
た
。
国
内
投
票
日
当
日

は
、
登
録
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
が
指
定
し
た
投
票
所
に
お
け

る
投
票
が
可
能
。

詳
細
はN

Y

日
本
総
領
事
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
、

同
館
領
事
部
ま
で
。

h
ttp
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c
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n
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1
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49shugiin.htm
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立
候
補
者
情
報
は
選
挙
ド
ッ
ト

コ
ム
︵https://go2senkyo.

com
/shugiin/19607

︶

な

ど
で
入
手
が
可
能
。

　
海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｎ
Ｙ
の
ツ
イ
ー
ト
に
は
、
在
外

選
挙
へ
の
改
善
を
求
め
る
声
が

殺
到
し
て
い
る
。

■
﹁
今
回
の
在
外
投
票
で
す
が
、

世
界
中
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
・
選
管
が
郵
便
投

票
用
紙
の
発
送
開
始
日
を
勘
違

い
・
郵
便
投
票
用
紙
請
求
書
が

日
本
に
着
く
の
に
20
日
間
か
か

っ
た
・
郵
便
事
情
が
悪
く
郵
便

投
票
自
体
が
間
に
合
わ
な
い
。

■
め
っ
ち
ゃ
シ
ョ
ッ
ク
。
昨
日
、

仕
事
の
休
み
に
合
わ
せ
て
投
票

の
た
め
だ
け
に
飛
行
機
の
チ
ケ

ッ
ト
と
っ
た
の
に
投
票
日
外
だ

っ
た
。
４
０
０
ド
ル
と
２
票
が

無
駄
に
な
る
。
在
外
投
票
っ
て

投
票
者
の
負
担
が
多
す
ぎ
る
。

い
い
加
減
な
ん
と
か
し
て
く
だ

さ
い
。

■
解
散
が
噂
さ
れ
た
半
年
前
か

ら
手
間
か
け
費
用
か
け
時
間
か

け
用
意
周
到
で
準
備
し
て
い
た

私
は
、
今
回
投
票
で
き
る
ご
く

少
な
い
1
人
か
も
し
れ
な
い

■
在
外
邦
人
１
４
０
万
人
。
有

権
者
の
多
く
は
今
回
の
投
票
を

諦
め
る
。
在
外
邦
人
が
選
挙
に

興
味
無
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
旧
い

シ
ス
テ
ム
を
変
え
な
い
政
治
の

責
任
だ
。

■
私
は
領
事
館
の
州
外
に
住
ん

で
い
る
の
で
直
接
投
票
に
行
く

に
も
公
示
日
の
翌
日
と
か
は
平

日
で
と
て
も
行
け
な
い
し
ネ
ッ

ト
投
票
し
て
く
れ
た
ら
本
当
に

便
利
な
ん
で
す
よ
ね
。

︵
４
面
に
続
く
︶

海外
有権者の声
在外選挙に
悲鳴続出の投稿

楽しい 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

衆院選

在
外
投
票
ス
タ
ー
ト

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
で在外選挙の投票をする在米有権者（20 日午前 10 時、NY 日本総領事館で、本紙撮影）

本
紙
緊
急
在
外
選
挙
座
談
会
４
〜
５
面
に

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/jp/h/elections/2021-49shugiin.html
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ビ
ジ
ネ
ス

を
起
業
し
た
経
営
者
や
経
営
者

予
備
軍
を
主
体
に
２
０
０
４
年

に
創
設
さ
れ
た
Ｎ
Ｙ
一
旗
会

︵
友
安
亮
之
代
表
︶
の
２
０
０

回
記
念
会
議
が
13
日
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
開
催
さ
れ
、
歴
代
幹
事
は
じ

め
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
日
本
、
西

海
岸
、
中
西
部
、
東
海
岸
な
ど

世
界
か
ら
28
人
の
メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
た
。

　
今
回
の
会
合
の
目
的
は
、
Ｎ

Ｙ
一
旗
会
参
加
者
か
ら
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
通
し
て
会
が
参

加
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
て
い
る
か
、
そ
の
存
在
意
義

を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
だ
。

　
会
合
で
は
﹁
一
旗
会
が
無
か

っ
た
ら
独
立
出
来
て
い
な
か
っ

た
。
出
会
え
た
こ
と
で
や
り
た

い
人
生
を
歩
む
こ
と
が
で
き

た
。
刺
激
的
な
影
響
を
受
け
る

場
所
だ
﹂
と
い
う
声
が
聞
か
れ

た
。
今
後
の
活
動
展
望
と
し
て

は
、
引
き
続
き
毎
月
定
例
会
を

行
い
、参
加
者
皆
が
助
け
合
い
、

寄
り
添
え
る
場
所
を
作
っ
て
い

く
。
皆
が
情
報
や
経
験
談
を
持

ち
よ
り
、
一
歩
先
を
常
に
進
む

仲
間
、
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
続
け

る
、
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
１
９
９
７
年
に

始
ま
っ
た
一
旗
会
は
、
創
設
者

の
射
手
園
達
一
さ
ん
︵
77)

が
、

失
敗
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
教
訓
を

若
手
経
営
者
に
学
ん
で
も
ら
お

う
と
設
立
し
た
団
体
だ
っ
た
。

　
常
に
上
を
目
指
す
集
団

　　
イ
ン
プ
ッ
ト
が
十
分
で
な
い

と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
枯
渇
す

る
、
イ
ン
プ
ッ
ト
が
多
い
と
時

代
の
流
れ
を
読
む
の
に
も
役
に

立
つ
。
Ｎ
Ｙ
一
旗
会
は
常
に
上

を
目
指
し
た
い
と
思
う
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
る
。
こ
こ
は
、
経
営

者
達
が
相
談
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
。
経
営
を
す
る
中
で
分

か
ら
な
い
こ
と
、
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
時
に
現
状
を
共
有
し
、
メ

ン
バ
ー
の
経
験
談
を
通
し
て
気

付
き
を
得
る
こ
と
も
多
い
。

全
米
と
世
界
に
広
が
る

外
出
自
粛
で
再
度
終
結

　
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
で
の
開
催
に
切
り
替
え
た

こ
と
も
あ
り
、
今
で
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊

か
ら
だ
け
で
は
な
く
、西
海
岸
、

中
西
部
、
ハ
ワ
イ
、
日
本
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
各
地
か
ら
参

加
し
て
お
り
、
よ
り
幅
広
い
情

報
・
意
見
交
換
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
各
地

か
ら
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
の
多

く
は
元
々
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い

て
一
旗
会
に
参
加
し
て
い
た
メ

ン
バ
ー
だ
。
２
０
０
７
年
か
ら

２
０
１
５
年
８
月
ま
で
幹
事
を

合
言
葉
は
﹁
Ｎ
Ｙ
で
、起
業
し
よ
う
﹂

友安代表

17
年
間
経
営
者
を
生
み
続
け

経
営
者
を
支
え
合
っ
て
き
た

成功体験、経営の悩み、何でも相談

務
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ

ネ
ッ
ト
理
事
長
の
榮

枝
洋
文
さ
ん
は
﹁
自

社
の
利
益
や
自
分
の

ス
キ
ル
を
上
げ
る
事

だ
け
で
な
く
、
相
手

に
﹃
お
す
そ
分
け
﹄

を
持
ち
寄
る
会
合
と

し
て
運
営
し
て
い

た
﹂
と
振
り
返
る
。

　
毎
月
の
月
例
会
に

参
加
す
る
こ
と
、
今

の
ま
ま
で
い
い
の

か
、
次
の
手
は
な
い

の
か
と
考
え
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
の
も

メ
ン
バ
ー
で
忌
憚
な

い
意
見
交
換
が
出
来

る
か
ら
だ
。
合
言
葉

は
﹁
Ｎ
Ｙ
で
、
起
業

し
よ
う
﹂。
Ｎ
Ｙ
一

旗
会
が
応
援
す
る
。

詳細はウェブサイト　　http://hitohatakai.org/
問い合わせは E メール　　ryojitomoyasu@hotmail.com

 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ カルチャー講座

 オンラインで体験する 「ブリッジ体験教室」
 

開催日時： 土曜日（10/23, 11/13, 11/20, 12/4）、1:00 〜 2:30PM　
 ( ※ 1 回から、お好きな回数だけ受講できます )
 記憶力、集中力を養い、ボケ防止にも良いとされ、世代を超

えて広く親しまれているカードゲーム「コントラクトブリッ
ジ」。ブリッジが全く初めての方を対象に、ズームとアプリ
を使い実際のブリッジを簡単にしたウィストというカード
ゲームを体験していただきます。ブリッジがどのようなゲー
ムか知りたい、夢中になれる新しい趣味を見つけたいとお考
えの方、ぜひご参加ください！他にもオンラインで楽しめる
講座をご用意しています。www.nipponclub.org/culture で各
講座詳細をぜひご覧ください。

■会員特典「食のポートフォリオ」のご案内（会員限定） 

会員特典の食のポートフォリオに、期間限定で日本野菜の「鈴

木ファーム」、「ラーメン石田」、「伊豆天城産本わさび＆燕三
条わさび専用おろし金セット」が加わりました。ご自宅用に、
ホリデーシーズンの贈り物にぜひご利用ください！各特典の
詳細は www.nipponclub.org のメンバーシップの会員特典の
ページでご覧ください。メンバーシップのお問い合わせは担
当：内藤まで（hnaito@nipponclub.org）。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019　

Tel: 212-581-2223　
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

http://hitohatakai.org/
mailto:ryojitomoyasu@hotmail.com
http://www.nipponclub.org/culture
http://www.nipponclub.org
mailto:hnaito@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/
http://hitohatakai.org/
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竹永さん

武末さん

海外有権者
ネットワークＮＹの

ツイートに寄せられた声

● 

竹
田 

勝
男 

氏

 

︵
海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｙ
共
同
代
表
︶

● 

竹
永 

浩
之 

氏
　
　
※
︵
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
︶

 

︵
海
外
有
権
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｙ
共
同
代
表
︶

● 

武
末 

幸
繁 

氏

 

︵
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
元
Ｏ
Ｃ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
編
集
長
︶

● 

津
山 

恵
子 

氏

 

︵
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
元
共
同
通
信
Ｎ
Ｙ
特
派
員
︶

出席者

司会・三浦良一（本紙発行人）

国政に届くか
在
外
選
挙
座
談
会

デ
ジ
タ
ル
庁
で
ネ
ッ
ト
化
加
速
？

本
紙
　
日
本
で
も
短
期
決
戦
、

在
外
選
挙
は
さ
ら
に
時
間
が
な

い
今
回
の
衆
議
院
選
挙
、
ど
ん

な
意
味
が
？

津
山
　
近
年
に
な
い
非
常
に
重

要
な
選
挙
。
ど
の
政
党
か
ど
う

か
の
政
治
的
信
条
は
別
と
し
て

非
常
に
真
剣
に
日
本
の
将
来
の

こ
と
を
考
え
て
、
投
票
に
行
っ

て
選
ば
な
け
れ
な
ら
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
：
・
コ
ロ
ナ
対

策
が
後
手
後
手
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
最
中
に
自
宅
で
亡
く
な
っ
た

方
が
た
く
さ
ん
居
る
・
一
年
間

で
子
供
の
自
殺
が
過
去
最
高
・

先
進
国
の
な
か
で
唯
一
25
年
間

不
景
気
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
１
５
６
か
国
中
１
２
０

位
︵
世
界
１
９
０
数
か
国
し
か

な
い
中
で
の
日
本
の
酷
さ
＝
世

界
の
半
分
よ
り
も
下
に
あ
る
と

言
っ
て
も
よ
い
︶
こ
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
中
で
、
こ
の
先

変
え
な
い
？ 

変
え
て
い
く
の

か
？ 
な
ら
ば
議
員
の
政
策
な

ど
チ
ェ
ッ
ク
し
て
投
票
す
る
。

竹
永
　
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

な
い
在
外
選
挙
２
つ
の
理
由
：

１
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
は

こ
れ
ま
で
な
い
。
２
、
解
散
か

ら
投
票
ま
で
が
こ
ん
な
に
短
い

選
挙
は
在
外
選
挙
で
は
な
い
。

郵
便
投
票
の
混
乱
が
起
き
て
い

る
。
情
報
収
集
す
る
時
間
も
な

い
、
な
か
な
か
届
か
な
い
。
在

外
公
館
投
票
の
日
数
も
短
い
、

こ
れ
ま
で
そ
ん
な
こ
と
な
く
、

１
日
だ
け
と
い
う
の
も
あ
り
、

２
日
間
も
あ
り︵
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
は

大
使
館
の
み
︶。
届
い
て
も
選

管
側
が
発
送
日
を
勘
違
い
し
て

い
る
。
解
散
日
を
待
っ
て
い
た

が
、
10
月
19
公
示
日
を
基
準
と

す
る
た
め
、
郵
便
投
票
が
間
に

合
わ
な
い
人
が
相
当
出
て
く

る
。
9
月
に
郵
便
投
票
を
世
界

中
で
告
知
し
た
が
、
選
管
で
ホ

ー
ル
ド
。
今
頃
送
り
だ
し
て
い

る
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
で
問

題
が
起
き
て
い
る
、
こ
れ
に
対

し
て
は
時
間
が
な
さ
過
ぎ
て
解

決
策
も
な
い
。
Ｅ
Ｕ
が
荷
物
を

送
る
の
に
２
Ｗ
Ｋ
Ｓ
︵
エ
ク
ス

プ
レ
ス
で
も
︶。
だ
か
ら
郵
便

投
票
は
間
に
合
わ
な
い
、
不
可

能
に
な
る
人
が
出
て
く
る
、
既

に
出
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
ま

だ
セ
ー
フ
だ
が
、
Ｅ
Ｕ
は
危
な

い
と
こ
ろ
。

竹
田
　
　
皆
さ
ん
仰
る
通
り
、

準
備
期
間
が
あ
ま
り
に
も
短

い
。
政
権
担
当
の
戦
略
か
な
？

と
思
う
く
ら
い
。
前
回
５
４
％

投
票
率
、
今
回
は
そ
れ
を
下
回

る
予
想
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
、
少
し
で
も
投
票
率
を
あ
げ

る
た
め
に
も
今
回
の
座
談
会
を

提
案
し
た
。

武
末
　
日
本
の
大
き
な
転
換
、

考
え
る
た
め
の
選
挙
だ
。
安
倍

政
権
の
継
承
に
対
す
る
審
判
に

な
る
の
で
は
。
野
党
側
か
ら
見

れ
ば
チ
ャ
ン
ス
。
現
在
の
在
外

選
挙
投
票
に
無
理
が
あ
る
。
早

く
な
ん
と
か
す
べ
き
だ
。

本
紙
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
で
き
た

こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

票
に
弾
み
が
つ
く
か
。

津
山
　
在
外
選
挙
の
壁
は
手
続

き
が
煩
雑
で
、
公
館
が
遠
す
ぎ

る
と
か
。
海
外
に
住
む
有
権
者

に
と
っ
て
も
せ
っ
か
く
な
の

で
、
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

竹
永
　
在
外
選
挙
ネ
ッ
ト
投
票

に
つ
い
て
２
０
１
７
年
に
決
め

た
︵
２
０
１
５
年
に
は
資
料
記

載
︶。
去
年
実
証
済
な
の
に
な

ぜ
？
も
っ
と
早
く
で
き
た
は

ず
。
部
分
的
に
も
導
入
で
き
た

の
で
は
。
総
務
省
は
在
外
投
票

か
ら
始
め
る
と
言
っ
て
い
た
が

中
々
進
ま
な
い
。

竹
田
　
前
回
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
投
票
を
押
し
て
い
た
の
は

民
主
党
の
藤
田
さ
ん
。
現
状
は

分
か
ら
な
い
が
、
強
力
に
押
す

政
治
家
が
い
な
く
な
る
と
結
局

は
立
ち
消
え
に
な
る
の
で
は
。

最
後
の
一
手
は
政
治
力
に
な
る

の
で
は
。

武
末
　
立
憲
民
主
党
は
か
な
り

や
る
気
あ
る
の
で
は
？

竹
田
　
最
近
は
デ
ジ
タ
ル
層
で

あ
る
若
年
層
が
海
外
に
住
ん
で

る
ケ
ー
ス
が
多
い
、
デ
ジ
タ
ル

投
票
に
す
れ
ば
、
投
票
率
が
上

が
る
の
で
は
。

竹

永
　

立

憲

民

主

党

案

は

２
０
２
５
年
国
政
選
挙
で
取
り

入
れ
予
定
。
お
そ
ら
く
そ
の
法

案
を
待
た
な
く
て
も
在
外
選
挙

に
関
し
て
は
前
に
進
め
ら
れ
る

の
で
は
と
読
ん
で
い
る
。
次
の

議
院
選
、
２
０
２
２
年
に
は
何

ら
か
の
形
で
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
。

本
紙
　
そ
の
声
は
政
治
家
に
届

い
て
る
？

竹
永
　
ど
の
政
治
家
に
よ
る
。

本
紙
　
海
外
に
い
る
と
政
治
家

の
活
動
が
よ
く
見

え
な
い
、
手
だ
て

は
？

竹
永
　
総
務
省
で

研
究
会
を
作
っ
た

人
、
自
民
党
の
小

林
さ
ん
︵
広
島
、

若
い
方
︶
の
指
示

で
、
在
外
オ
ン
ラ

イ
ン
投
票
導
入
決

ま
っ
た
は
ず
︵
Ｔ

Ｗ
で
や
り
取
り
し

た
︶
だ
が
、
自
民

党
全
体
の
考
え
が

見
え
な
い
、
強
く

反
対
し
て
い
る
人

が
い
る
の
か
ど
う

か
は
分
か
ら
な

い
。

本
紙
　
実
際
解
決
で
き
る
？
民

主
党
は
海
外
へ
出
向
き
声
を
拾

っ
て
い
た
が
、
与
党
が
動
か
な

い
と
ア
イ
デ
ア
は
出
て
も
20
年

以
上
た
っ
て
も
投
票
自
体
の
状

況
は
変
わ
ら
な
い
。

武
末
　
野
党
に
と
っ
て
は
チ
ャ

ン
ス
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

ネ
ッ
ト
投
票
に
対
し
て
、
政
治

家
に
慎
重
派
多
い
の
は
間
違
い

な
い
。
単
純
に
若
い
世
代
の
投

票
率
が
上
が
る
と
か
だ
け
で
な

く
、
票
田
、
地
盤
、
選
挙
運
動

の
や
り
方
自
体
が
変
わ
っ
た
り

と
大
き
な
変
化
が
あ
る
の
で

は
、
だ
か
ら
在
外
を
先
に
や
ら

せ
る
の
で
は
？

■港区選挙管理委員会は公示日後に投票
用紙を発送すると勘違いしており、未だ
に投票用紙と在外選挙人証が返ってきて
いない人も。郵便投票を諦め、在外公館
投票へ切り替えたとしても投票に間に合
わない。郵便投票が投開票日後到着であ
っても有効にすべき。
■【在外選挙の郵便投票用紙請求のため
在外選挙人証も送っているので返送が遅
れたとき在外公館投票もできない】
■今回の衆院選はコロナ禍において在外
邦人の票が無効になるケースが多発しま
す。在外邦人の投票、特に郵便投票が無
効にされるような解散、公示日、投開票
日の設定は違憲ではないですか？ 
■在外選挙の郵便投票って、日本に届け
ば有効票になるわけじゃないんです。選
管事務所から投票所に運ばれ、投票箱に
入れられて初めて有効票になるんです。
自分の預かり知らぬ理由で無効票にされ
てしまう罠がいっぱいあるんです。
■私も手続きなど準備は、整えてあると
聞いています。他方、解散から公示まで
の期間がたった 5 日なので候補者予定
者や政党の広報などもギリギリで、特に
在外邦人の方々の投票行動に差し障りは
しないかと心配しています。（原口一博
元総務大臣 衆議院議員 当選 8 回 立憲
民主党副代表、国会対策委員長代行 佐
賀県連代表 佐賀 1 区選出。 松下政経塾
4 期生）
■今回衆院選は任期満了が近かったの
で、在外投票の準備は各自治体で先月か
らできてました。任期 1 か月前くらい
から手続きを始め、すでに投票用紙入手
できている地域もあります。公示を待っ
てから記入し、日本政府の出先機関に持
参するか、または直前の住民登録自治体
選管に郵送することになります
■在外投票、私が住むところから領事館
までは車だと片道 10 時間かかり、ガソ
リン代もバカにならない。往復 20 時間
の運転になると宿泊しないと辛い。また、
飛行機で日帰りしても往復で３００ドル
程度かそれ以上かかる。これでは郵便し
かないが、それも速達を使わねばならず
高い。相当投票ハードル高いです。

ニューヨークの在外選挙投票会場

（20 日午前 10 時過ぎ、NY 日本総領事館で本紙撮影）

http://www.nyseikatsu.com
https://peraichi.com/landing_pages/view/hsf6r
http://www.iiicareer.com/
http://www.rostamilaw.com
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竹田さん

津山さん

海外有権者の声
本
人
確
認
が
課
題

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
実
現
性
は

本
紙
　
公
職
選
挙
法
は
国
内
法

な
の
で
海
外
で
の
選
挙
違
反
を

取
り
締
ま
れ
な
い
。
確
実
な
個

人
確
認
が
で
き
る
切
り
札
で
あ

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
の

実
現
性
は
あ
る
か
？

バ
イ
デ
ン
政
権
は
15
日
、
ア
メ

リ
カ
に
入
国
す
る
外
国
人
に
対

し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
を
条
件
に

11
月
８
日
︵
月
︶
か
ら
入
国
を

再
開
す
る
と
発
表
し
た
。
航
空

機
利
用
の
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
や
メ

キ
シ
コ
か
ら
の
陸
路
や
フ
ェ
リ

ー
で
入
国
す
る
場
合
も
対
象
に

な
る
。
今
回
の
措
置
で
は
、
Ｆ

Ｄ
Ａ
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
認
め
た
ワ
ク

チ
ン
︵
フ
ァ
イ
ザ
ー
、
モ
デ
ル

ナ
、
Ｊ
＆
Ｊ
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
︶
を
接
種
し
終
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
と
、
出

発
３
日
以
内
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

受
け
て
陰
性
を
証
明
す
る
必
要

が
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
対
象
外
の

12
歳
以
下
の
子
供
に
つ
い
て
は

今
後
発
表
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
昨
年
３
月
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
後
か
ら
厳
し
い
渡
航
制
限
を

し
て
お
り
、
日
本
人
は
入
国
禁

止
の
対
象
外
だ
っ
た
が
、
今
回

の
措
置
は
主
に
欧
州
や
中
国
か

ら
の
要
望
に
応
え
た
も
の
。

外
国
人
の
米
国
入
国
に
条
件

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
義
務
付
け

竹
田
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
確

か
に
管
理
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
海
外
は
都
合
の
い
い

実
験
台
と
思
う
。
ま
ず
は
海
外

で
試
し
て
も
ら
い
た
い
。

本
紙
　
在
外
選
挙
は
国
内
の
住

民
票
を
抜
い
た
人
の
権
利
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
日
本
在
住
の
住

民
票
に
基
づ
く
発
行
だ
か
ら
海

外
の
有
権
者
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

持
っ
て
な
い
と
い
う
制
度
上
の

齟
齬
︵
そ
ご
︶
が
発
生
し
て
い

る
。
そ
れ
を
ど
う
ク
リ
ア
す
る

か
だ
。

竹
永
　
２
０
１
９
年
デ
ジ
タ
ル

手
続
法
案
、
海
外
在
住
者
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
あ
げ
る
法
案
は

で
き
て
る
、
だ
け
ど
２
０
２
４

年
ま
で
の
施
行
で
止
ま
っ
た
ま

ま
。

武
末
　
デ
ジ
タ
ル
的
な
技
術
的

な
問
題
は
殆
ど
ク
リ
ア
さ
れ
て

る
。
選
挙
人
名
簿
台
帳
み
た
い

な
も
の
を
き
っ
ち
り
作
っ
て
し

ま
え
ば
む
し
ろ
不
正
行
為
が
避

け
ら
れ
る
。
そ
れ
も
ネ
ッ
ト
の

良
さ
。
た
だ
、
よ
く
言
わ
れ
る

の
は
、
皆
で
集
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
の
投
票
や
、
シ
ス
テ
ム

を
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
お
じ

い
ち
ゃ
ん
の
端
末
を
教
え
て
る

息
子
が
押
し
て
し
ま
う
と
か
、

結
局
本
人
投
票
で
は
な
い
よ
う

な
こ
と
も
な
く
も
な
さ
そ
う
だ

が
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う

な
も
の
で
不
正
と
は
言
え
な

い
。

本
紙
　
在
外
選
挙
で
の
投
票
率

の
低
さ
、
改
善
策
は
？

津
山
　
在
外
選
挙
人
証
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
取
れ
る
よ
う
に
し

な
い
と
。
最
初
で
つ
ま
づ
い
て

る
ひ
と
が
お
そ
ら
く
5
割
以
上

い
る
の
で
は
な
い
か
。

武
末
　
そ
の
通
り
。
近
く
に
領

事
館
が
な
い
人
に
は
と
て
も
不

便
。

本
紙
　
投
票
率
が
上
が
ら
な
い

の
は
、
直
接
的
に
自
分
た
ち
に

関
係
の
あ
る
法
案
な
ど
が
出
な

い
か
ら
？

武
末
　
海
外
に
い
る
と
直
接
的

に
関
わ
る
こ
と
は
少
な
い
け

ど
、
少
子
化
の
問
題
な
ど
、
日

本
に
い
る
若
者
は
大
丈
夫
？
若

者
が
損
を
し
て
い
る
の
で
は
。

政
治
に
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
；
安
倍
政
権
継
承
の

ま
ま
で
よ
い
の
か
、
経
済
が
死

ん
で
い
っ
て
い
る
。
女
性
の
国

会
議
員
が
少
な
い
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
遅
れ
て
い
る
。
今
年

に
入
っ
て
か
ら
二
重
国
籍
問
題

も
時
代
が
求
め
る
方
向
に
進
ん

で
い
な
い
。
在
外
の
当
事
者
が

声
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
変

え
て
い
く
の
も
在
外
と
し
て
の

使
命
。

　 

投
票
で
し
か
国
を

　
変
え
ら
れ
な
い

竹
永
　
在
外
選
挙
に
関
わ
っ
て

30
年
の
経
験
か
ら
有
権
者
に
対

し
て
言
い
た
い
こ
と
が
あ
る
。

日
本
人
は
自
分
で
社
会
を
変
え

ら
れ
る
と
思
っ
て
い
な
い
の
が

問
題
。
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選

を
通
し
て
、
社
会
の
変
え
方
を

知
っ
た
。
2
〜
３
時
間
並
ん
で

で
も
投
票
す
る
ア
メ
リ
カ
人
、

近
く
に
投
票
所
が
あ
っ
て
も
行

か
な
い
日
本
人
。
在
外
投
票
率

１
％
台
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

津
山
　
私
の
友
人
も
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
の
と
き
は
ユ
ニ
オ
ン

ス
ク
エ
ア
で
11
時
間
待
っ
た
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
責
任
が

あ
る
、
と
く
に
メ
イ
ン
ス
ト
リ

ー
ム
の
全
国
紙
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
。
総

裁
選
に
対
し
て
の
報
道
ぶ
り
が

み
っ
と
も
な
い

武
末
　
１
党
内
の
選
挙
な
の
に

ま
る
で
国
の
選
挙
み
た
い
に
な

っ
ち
ゃ
っ
て
る
。
政
権
交
代
で

は
な
く
、
自
民
党
が
メ
イ
ン
。

本
紙
　
有
権
者
に
も
問
題
意

識
・
参
加
意
識
が
必
要
と
い
う

こ
と
か
。

竹
田
　
同
意
。
入
口
の
と
こ
ろ

が
問
題
で
、
海
外
に
住
ん
で
い

る
ひ
と
が
選
挙
に
参
加
し
や
す

く
す
る
の
が
一
番
よ
い
方
法
。

一
番
の
理
由
は
門
で
あ
り
、
そ

れ
を
開
い
て
ほ
し
い
＝
制
度
を

し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。
つ
い

で
に
、
津
山
さ
ん
の
仰
っ
た
通

り
、
皆
さ
ん
が
言
っ
て
る
成
長

と
分
配
。
30
年
間
デ
フ
レ
、
成

長
な
く
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
同
じ
の
日

本
。
そ
の
間
に
中
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

40
倍
の
成
長
率
。
隣
の
中
国
が

成
長
し
て
る
間
、
一
番
の
貿
易

国
は
日
本
だ
っ
た
の
に
な
ぜ
日

本
が
そ
の
ま
ま
で
来
て
し
ま
っ

た
の
か
？
白
川
前
日
銀
総
裁
の

デ
フ
レ
政
策
？
誰
が
何
が
悪
か

っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

改
善
が
必
要
、
成
長
し
な
い
の

あ
れ
ば
、
国
民
が
議
論
し
て
幸

せ
に
な
る
よ
う
に
分
配
の
姿
勢

に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。選
択
の
分
岐
点
に
あ
る
。

竹
永
　
ど
う
や
っ
て
制
度
を
や

り
や
す
く
、
変
え
る
の
か
。
そ

れ
は
有
権
者
が
自
分
で
動
か

す
、
自
分
の
票
の
力
を
使
っ
て

社
会
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
何
も

変
わ
ら
な
い
。
投
票
率
１
％
台

で
は
政
治
家
は
身
向
き
も
し
な

い
し
、
何
も
変
わ
ら
な
い
。

武
末
　
日
本
の
政
治
が
変
わ
ら

な
い
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
経
済

政
策
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
。
例

え
ば
資
産
課
税

本
紙
　
制
度
が
難
し
い
の
は
分

か
っ
た
が
、
有
権
者
の
投
票
意

識
の
希
薄
さ
に
つ
い
て
は
ど
う

思
う
か

津
山
　
２
つ
あ
る
。
１
、︵
先

述
の
︶
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の

メ
デ
ィ
ア
が
き
ち
ん
と
報
道
す

る
こ
と
。
２
、
30
年
間
、
負
の

サ
イ
ク
ル
で
あ
る
日
本
経
済
、

そ
の
結
果
貧
困
層
が
増
え
、
情

報
の
格
差
に
も
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
。

竹
田
　
や
は
り
政
治
力
が
大
事

だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
い
て
一
番
目
に
つ
い
た
の

が
、
30
歳
前
後
の
母
で
母
子
家

庭
で
ご
は
ん
が
食
べ
れ
な
い
。

バ
ブ
ル
後
、
生
ま
れ
た
人
た
ち

は
一
度
も
い
い
思
い
し
て
い
な

い
で
今
日
ま
で
き
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
政
府
援
助
も
何
も

な
く
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
。

そ
の
例
を
も
っ
て
本
当
に
考
え

な
い
と
何
も
よ
く
な
ら
な
い
。

武
末
　
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
が
中

年
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
消
費

税
が
上
が
り
、
法
人
税
は
下
が

っ
た
。
そ
う
い
っ
た
形
で
大
企

業
は
存
続
さ
せ
つ
つ
一
般
国
民

に
負
担
さ
せ
て
生
き
延
び
て
い

る
日
本
、
ジ
リ
貧
で
沈
没
し
て

い
く
日
本
。
こ
の
ま
ま
で
は
優

秀
な
人
た
ち
が
海
外
に
出
て
行

っ
て
し
ま
う
。
海
外
に
出
る
の

は
い
い
が
、
出
っ
ぱ
な
し
で
は

な
く
、
そ
の
経
験
を
日
本
に
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
よ

う
な
意
味
で
も
、
二
重
国
籍
の

問
題
な
ど
も
含
め
て
考
え
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
紙
　
海
外
の
有
権
者
の
声
を

代
弁
す
る
政
治
家
は
い
る
の
か

竹
田
　
そ
ん
な
に
い
な
い
の
で

は
。

津
山
　
デ
フ
ォ
ル
ト
︵
基
本

形
︶
で
日
本
で
も
日
本
人
し
か

住
ん
で
な
い
み
た
い
な
意
識
が

あ
る
。
お
役
所
で
住
民
票
を
抜

い
た
時
に
、
一
言
で
も
在
外
投

票
の
案
内
が
あ
っ
た
ら
い
い
の

に
。
今
回
も
Ｎ
Ｙ
領
事
館
か
ら

の
選
挙
に
関
し
て
の
手
続
き
案

内
で
も
、
日
本
に
行
っ
た
り
来

た
り
し
な
い
と
み
た
い
な
こ
と

し
か
載
っ
て
な
く
酷
い
。

竹
永
　
津
山
さ
ん
が
話
さ
れ
た

在
外
投
票
案
内
に
関
し
て
は
役

所
に
よ
っ
て
あ
っ
た
り
な
か
っ

た
り
す
る
か
ら
、
総
務
省
か
何

か
に
言
っ
た
方
が
い
い
。

本
紙
　
昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

一
律
給
付
金
を
海
外
在
住
者
に

も
配
布
を
と
い
う
よ
う
な
声
が

あ
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
結

局
配
布
ま
で
は
至
ら
な
か
っ

た
。
海
外
の
声
を
き
ち
ん
と
上

げ
て
海
外
の
声
を
代
弁
す
る
人

が
必
要
だ
。
そ
し
て
審
議
の
是

非
も
含
め
て
、
だ
め
な
ら
だ
め

で
﹁
そ
れ
は
こ
う
い
う
理
由
で

で
き
ま
せ
ん
よ
﹂
と
海
外
の
有

権
者
に
説
明
す
る
人
な
り
党
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
は
何
と
か
な
ら
な
い
の

か
。﹁
在
外
選
挙
﹂
は
投
票
す

る
人
、
さ
れ
る
人
の
双
方
で
さ

ら
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
お
わ
り

︵
こ
の
座
談
会
は
18
日
に
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た

も
の
で
す
︶

在
外
選
挙
認
証

tel:9175773969
https://www.oishinbo-ny.com/
http://jweeklyusa.com
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　
２
週
間
前
に
当
紙
で
、
小
室

圭
さ
ん
と
ご
結
婚
さ
れ
る
眞
子

さ
ま
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
就
労

す
る
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な

い
、
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
眞
子
さ
ま
は
、
ご

本
人
の
希
望
と
と
も
に
、
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、
自
然
史

博
物
館
な
ど
美
術
館
が
受
託
し

て
、
Ｊ-

１
ビ
ザ
を
取
得
さ
れ

れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
就
労

さ
れ
る
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ

年
金
相
談
室

海外年金相談センター

市川俊治
http://nenkinichikawa.org

質問は

E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240

二
重
課
税
を
避
け
る
手
続
き

年
金
所
得
の
納
税
の
手
続
き

﹁
二
重
課
税
を
避
け
る
手
続
き
﹂

と
﹁
年
金
所
得
の
納
税
手
続
き
﹂

と
を
混
乱
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
点
に
つ

い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

■
﹁
二
重
課
税
を
避
け
る
手
続

き
﹂
︵
日
本
の
年
金
︶

　
米
国
に
居
住
し
日
本
の
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
の
所
得
税

は
、
日
米
租
税
条
約
に
よ
り
居

住
国
で
あ
る
米
国
で
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
年
金
が
日

本
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
れ

て
い
て
も
、
米
国
に
住
ん
で
い

る
限
り
米
国
で
納
付
で
す
。
日

本
の
年
金
は
支
給
さ
れ
る
と
き

に
20
・
42
％
の
所
得
税
が
自
動

的
に
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。
す

る
と
日
本
で
20
・
42
％
の
所
得

税
が
源
泉
さ
れ
る
一
方
で
、
米

国
で
所
得
と
し
て
申
告
す
る
と

二
重
課
税
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
二
重
課
税
を
避

け
る
た
め
に
租
税
条
約
上
の
手

続
き
を
踏
め
ば
、
日
本
で
の
源

泉
所
得
税
を
免
除
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

日
米
新
租
税
条
約
︵
２
０
０
４

年
７
月
発
効
︶
上
の
手
続
き
。

次
の
書
類
を
日
本
年
金
機
構
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
１
︶
①
税
条
約
に
関
す
る
届

出
書 

②
特
典
条
項
に
関
す
る

付
表 

③
居
住
者
証
明
書
︵U

.S. 
R

esidency C
ertification

、

IR
S

発
行Form

 6166

︶
の

３
種
類
で
す
。
居
住
者
証
明
書

は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
のForm

8802

︵
Ｉ

Ｒ
Ｓ
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
可
能
︶

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
請

し
ま
す
。

︵
２
︶
書
類
の
提
出
時
期
　
こ

れ
ら
の
①
〜
③
の
書
類
は
、
日

本
の
年
金
を
請
求
す
る
と
き
、

及
び
そ
の
後
３
年
ご
と
に
日
本

年
金
機
構
へ
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

︵
３
︶
提
出
省
略
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
年
金

を
受
給
し
て
も
、
日
本
の
税
法

で
源
泉
所
得
税
を
徴
収
さ
れ
な

い
金
額
の
方
に
つ
い
て
は
提
出

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
提
出
省
略
の
可
能
な
源
泉

徴
収
さ
れ
な
い
年
金
額
は
次
の

通
り
で
す
。
①
65
歳
未
満
の

方
：
年
額
60
万
円
未
満 

②
65

歳
以
上
の
方
：
年
額
１
１
４
万

円
未
満
︵
老
齢
厚
生
年
金
・
老

齢
基
礎
年
金
合
計
︶。
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
３
年
ご
と
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
書
類
提
出
の
お
知
ら
せ

が
届
き
ま
す
が
、
年
金
額
が
こ

の
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
源
泉

徴
収
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
提

出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
省
略
に
よ
りForm

6166

の
作
成
費
用
85
ド
ル
と
手
続
き

の
手
間
が
節
約
に
な
り
ま
す
。

　
省
略
に
該
当
さ
れ
る
場
合

は
、﹁
租
税
条
約
に
関
す
る
申

出
書
﹂
を
提
出
す
る
か
、“

私

の
年
金
額
が
源
泉
徴
収
対
象
額

以
下
な
の
で
、
租
税
条
約
に
関

す
る
届
出
書
等
は
提
出
し
ま
せ

ん”

と
言
う
趣
旨
の
意
思
表
示

を
適
宜
書
面
で
日
本
年
金
機
構

に
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

■
﹁
年
金
所
得
の
納
税
の
手
続

き
﹂︵
日
米
の
年
金
︶

︵
１
︶
日
米
の
年
金
の
所
得
申

請
は
日
米
租
税
条
約
17
条
に
よ

り
居
住
地
で
申
告
で
す
。
米
国

に
住
ん
で
い
る
時
、
日
本
の
年

金
を
受
給
す
れ
ば
米
国
で
申
告

で
す
。
日
本
帰
国
後
は
日
本
で

申
告
と
な
り
米
国
で
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
日

本
に
住
ん
で
い
る
方
が
米
国
籍

や
永
住
権
の
保
有
者
で
あ
れ
ば

日
本
で
の
日
米
年
金
の
申
告
に

加
え
て
、
米
国
で
も
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る

と
二
重
課
税
に
な
り
ま
す
の
で

米
国
で
﹁
外
国
税
額
控
除
﹂
の

申
請
を
行
い
ま
す
。米
国
は﹁
市

民
権
課
税
﹂
の
原
則
を
守
る
た

め
﹁Saving clouse

﹂
を
設

け
て
、
米
国
課
税
を
行
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
年
金

の
収
入
を
確
定
申
告
す
る
場

合
、
日
米
の
年
金
と
も
に
﹁
公

的
年
金
等
の
雑
所
得
﹂
に
該
当

し
ま
す
。
年
金
額
が
、
前
述
し

た
源
泉
徴
収
の
対
象
以
下
の
場

合
に
、
年
金
に
対
す
る
課
税
は

無
い
と
思
い
年
金
所
得
の
申
告

を
行
わ
な
く
て
良
い
と
誤
解

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
は
間

違
い
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

︵
２
︶
①
日
本
の
遺
族
年
金
・

障
害
年
金
は
日
本
で
は
非
課
税

で
す
。
米
国
の
遺
族
年
金
は
米

国
で
は
非
課
税
扱
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
日
本
で
は
非
課
税
で

す
。
②
ま
た
、
国
家
公
務
員
・

地
方
公
務
員
の
退
職
共
済
年
金

に
つ
き
ま
し
て
は
租
税
条
約
上

の
源
泉
徴
収
免
除
の
取
り
扱
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
額
が
基

準
を
上
回
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ

ま
す
。

な
い
の
で
す
。
今
回
は
、
こ
の

Ｊ-

１
ビ
ザ
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

　
Ｊ-

１
ビ
ザ
は
、
交
換
留
学

生
、
研
究
者
、
医
者
な
ど
が
通

常
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
期
間

や
目
的
が
限
定
さ
れ
た
研
修
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
も
Ｊ-

１
ビ
ザ
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

■
Ｊ-

１
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
対

象
者

︵
１
︶
ア
メ
リ
カ
外
の
短
大
・

大
学
・
大
学
院
を
卒
業
後
1
年

以
上
職
務
経
験
、
ま
た
は

︵
２
︶
高
校
卒
業
以
上
で
ア
メ

リ
カ
外
で
5
年
以
上
の
職
務
経

験
条
件

① 

研
修
の
内
容
が
職
務
経
験

に
合
っ
た
分
野

② 

研
修
内
容
は
、
芸
術
・
文
化
、

教
育
、
行
政
、
法
律
、
メ
デ
ィ

ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
財
務
、
科
学
、

技
術
系
、
観
光
・
ホ
テ
ル
・
レ

ス
ト
ラ
ン
・
医
療
・
介
護
な
ど

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
含
む
。

︵
３
︶
最
長
18
か
月
ま
で
研
修

可
能

　
観
光
・
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ

ン
・
医
療
・
介
護
な
ど
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
の
仕
事

は
、最
長
12
か
月
ま
で
の
研
修
。

た
だ
し
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
で
は
、
最
長
18
か
月
研
修
を

許
可
さ
れ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
回
数
の
制
限

① 

な
し
。
た
だ
し
、
す
で
に

Ｊ-

１
ビ
ザ
を
取
得
し
て
い
る

場
合
は
、
前
回
取
得
し
て
か
ら

2
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
前

回
の
研
修
内
容
と
異
な
る
こ

と
。

② 

新
た
な
研
修
内
容
に
関
連

し
た
分
野
で
の
職
務
経
験
が
必

要
。

■ 

Ｊ-

１
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
者

︵
１
︶
ア
メ
リ
カ
外
の
短
大
・

大
学
・
大
学
院
に
在
学
中
の
学

生
、
ま
た
は

︵
２
︶
ア
メ
リ
カ
外
の
短
大
・

大
学
・
大
学
院
を
卒
業
し
て
1

年
以
内
条
件

① 

ア
メ
リ
カ
外
の
短
大
・
大

学
・
大
学
院
の
専
攻
に
あ
っ
た

分
野
で
、
専
攻
を
補
強
す
る
た

め
の
研
修
で
あ
る
こ
と

② 

最
長
12
か
月
ま
で
研
修
可

能
。延
長
申
請
は
可
能
で
す
が
、

限
ら
れ
て
い
る
。

　
両
方
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
共
通

の
条
件
は
、
英
語
力
、
ア
メ
リ

カ
に
滞
在
で
き
る
十
分
な
資
金

が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
永
住
す

る
意
志
が
な
い
こ
と
で
す
。

　
眞
子
さ
ま
は
、大
学
で
美
術
・

文
化
財
研
究
を
専
攻
さ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
の
大
学
院
で
博
物
館
学

で
修
士
号
も
取
得
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
日
本
の
学
芸
員
の
資

格
も
お
持
ち
で
、
す
で
に
日
本

で
は
大
学
の
研
究
博
物
館
に
研

究
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
な
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
美
術
館
や
博
物
館
が
受

入
先
ま
た
は
就
労
先
と
い
う
こ

と
な
ら
ば
、
研
修
生
と
し
て
の

Ｊ-

１
ビ
ザ
は
該
当
す
る
で
し

ょ
う
。

 ︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

眞
子
さ
ま
は
Ｊ-

１
ビ
ザ
を
取
得
さ
れ
て

美
術
館
で
勤
務
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

　
２
０
２
１
年
11
月
初
旬
か

ら
、
飛
行
機
を
利
用
し
米
国
入

国
す
る
人
の
ル
ー
ル
が
変
わ
る

こ
と
で
、
Ｐ-

３
ビ
ザ
を
持
つ

国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
ア
ス
リ

ー
ト
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
グ
ル

ー
プ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
、
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
済
で
あ
れ
ば
、
米
国

を
訪
れ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｐ
ビ
ザ

に
は
4
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ

り
ま
す
。

■
Ｐ-

１
Ａ
、
Ｐ-

１
Ｂ
ビ
ザ

と
は
？

　
Ｐ
ビ
ザ
は
、
特
定
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
行
す
る
た
め
に
米
国
を

訪
問
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

個
人
・
グ
ル
ー
プ
に
与
え
ら

れ
る
一
時
的
な
非
移
民
ビ
ザ
。

Ｐ-

１
Ａ
の
場
合
、
国
際
的
に

認
め
ら
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
に
付

与
さ
れ
る
。
Ｐ-

１
Ｂ
は
国
際

的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
に
付
与
さ
れ
る
。

■
Ｐ-

２
ビ
ザ
と
は
？

　
個
人
ま
た
は
相
互
交
換
プ
ロ

グ
ラ
ム
内
で
演
奏
す
る
た
め
に

米
国
を
訪
問
し
た
い
グ
ル
ー
プ

の
一
部
と
し
て
、
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
付

与
さ
れ
る
。

■
Ｐ-

３
ビ
ザ
と
は
？

　
文
化
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
演

奏
、
指
導
、
指
導
す
る
た
め
に

米
国
を
訪
問
し
た
い
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

付
与
さ
れ
る
。

　
米
国
で
伝
統
的
ま
た
は
独
特

の
民
族
的
、
文
化
的
、
民
俗
的
、

演
劇
的
、
芸
術
的
、
音
楽
的
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
開
発
、
解

釈
、
指
導
を
意
図
し
て
い
る
場

合
、
Ｐ-

３
ビ
ザ
の
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ
は

N
PZ Law
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.
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0
-0

0
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(x112)
W
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w

w
.visaserve.

com Ｐ-

３
ビ
ザ
で
知
っ

て
お
く
べ
き
こ
と
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日
本
に
あ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
な
い
も
の
は
？

クイック USA

66
関
係
の
な
い
﹁
住
居
の
場
所
の

選
択
﹂
に
よ
っ
て
な
ぜ
報
酬

が
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

ア

メ
リ
カ
で
は
住
ん
で
い
る
地
域

に
よ
っ
て
報
酬
が
異
な
る
と
そ

れ
は
差
別
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
日
本
の
企
業
は
生
活
も
含

め
て
人
生
そ
の
も
の
が
会
社
で

あ
る
と
い
う
意
味
が
こ
ん
な
手

当
に
も
見
え
隠
れ
す
る
。
退
職

し
た
会
社
員
が
元
気
が
な
く
な

る
の
は
、
会
社
と
い
う
人
生
そ

の
も
の
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
失
う
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
﹁
仕
事
関
連
手
当
﹂

は
一
見
合
理
的
な
よ
う
に
思
え

る
が
、
例
え
ば
﹁
部
長
役
職
手

当
﹂
が
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
﹁
部

長
と
い
う
仕
事
の
役
割
﹂
に
対

し
て
基
本
給
の
報
酬
が
支
払
わ

れ
ず
に
﹁
手
当
﹂
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
？

　
こ
こ
に
最
初
に
登
場
し
た

﹁
昇
格
﹂
と
﹁
昇
進
﹂
の
か
ら

く
り
が
絡
ん
で
く
る
。
﹁
人
﹂

の
階
段
で
基
本
給
が
上
が
っ
て

い
く
た
め
、
組
織
の
中
で
役
割

が
大
き
い
人
と
役
割
が
小
さ
い

人
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、

役
割
が
大
き
い
人
へ
の
報
酬
を

支
給
す
る
た
め
の
手
当
が
﹁
役

職
手
当
﹂
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
生
活
関
連
手
当
も
含

め
て
日
本
で
多
く
の
﹁
手
当
﹂

が
存
在
し
て
き
た
理
由
に
1
つ

に
﹁
退
職
金
﹂
が
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
退
職
金
の
計
算
は
、
多

く
の
企
業
が
﹁
基
本
給
﹂
を
算

定
基
準
に
し
て
支
払
を
行
っ
て

き
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
高
い
人

に
高
い
基
本
給
を
支
払
っ
て
し

ま
う
と
﹁
退
職
金
﹂
も
上
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
手
当

で
支
給
を
し
て
お
く
と
、
退
職

金
の
算
定
基
準
に
含
ま
れ
な
い

た
め
、
退
職
金
の
コ
ス
ト
を
下

げ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で

あ
る
。

　
一
般
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
企

業
は
﹁
退
職
金
﹂
が
な
い
た
め
、

こ
の
基
本
給
の
算
定
基
準
も
気

に
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、﹁
手
当
﹂

が
支
給
さ
れ
て
い
た
場
合
、
例

え
ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は

残
業
代
を
支
給
す
る
際
に
残
業

代
の
算
定
基
準
に
﹁
手
当
﹂
も

含
め
る
必
要
が
あ
る
。
も
し
、

時
給
の
１
・
５
倍
の
残
業
代
を

計
算
し
て
い
る
と
し
た
ら
、﹁
手

当
﹂
分
も
そ
の
残
業
代
計
算
の

算
定
基
準
に
含
め
る
必
要
が
あ

る
。
残
業
代
の
訴
訟
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点
も

︵
２
︶
ア
メ
リ
カ
に
手
当
は
あ

り
ま
す
か
？

　
ア
メ
リ
カ
に
は
基
本
的
に
手

当
の
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
弊
社
で
も
よ
く
質
問
さ
れ
る

内
容
の
1
つ
に
﹁
手
当
﹂
を
支

給
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？
と
い
う
質
問
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
基
本
的

に
﹁
手
当
﹂
の
概
念
が
な
い
、

と
い
う
説
明
を
す
る
。

　
日
本
に
は
数
多
く
の
手
当
が

存
在
す
る
。
そ
の
手
当
に
は
﹁
生

活
関
連
手
当
﹂
と
﹁
仕
事
関
連

手
当
﹂
で
あ
る
。
﹁
生
活
関
連

手
当
﹂
と
は
、
通
勤
手
当
、
住

宅
手
当
、
家
族
手
当
等
の
手
当

で
あ
る
。
﹁
仕
事
関
連
手
当
﹂

と
は
、
役
職
手
当
、
技
能
手
当
、

資
格
手
当
、等
の
手
当
で
あ
る
。
　
　
　

　
ま
ず
、
﹁
生
活
関
連
手
当
﹂

は
一
体
何
の
た
め
に
支
給
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
通
勤
手

当
は
仕
事
場
よ
り
も
遠
い
と
こ

ろ
に
住
ん
で
い
る
人
が
電
車
賃

等
で
よ
り
高
い
手
当
を
も
ら
う

こ
と
に
な
る
。
仕
事
と
は
何
も

 
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　Infrastructure（下部構造）という言葉は日本ではインフラと略されて、

社会の基本的な施設（交通、通信、水道、発電など）を意味しますが、バイ

デン大統領は Human Infrastructure という言葉を多用して、国民の生活を

改善することを、綱領 Build Back America Better の中心 に置いています。　

　とりわけ医療介護、住宅、無償教育や子供手当の充実など 低所得者層・弱者を助けるための

社会政策は、Human Infrastructure の眼目です。　加えて、気候変動を見据えたハリケーン、

山火事、干ばつなどの災害対策、温暖化防止のための再生可能エネルギーへの転換が含まれてい

ます。　提案された予算は１０年間で３. ５兆ドル という空前の規模です。

　　財政規律を重視する野党共和党はこの予算に大反対で、民主党の中道派の一部も懸念を示し

ており、本予算の行方は予断を許しません。　大企業と高所得者への大型課税を通じて、社会・

環境のための Human Infrastructure を導入することは、バイデン大統領にとっての最重要政策

です。　大統領が議会を説得することに成功するのかどうか、政権の真価がまさに問われようと

しています。　　　　　　　　　　　　　　　              　 ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Human Infrastructure 人的インフラ 米 語
Watch
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６
割
弱
が
出
社
中
心

ジ
ェ
ト
ロ
在
米
日
系
企
業
調
査

注
意
が
必
要
だ
。

Philosophy LLC 
代
表

山
口 

憲
和Norikazu (Kazu) Yamaguchi

www.919usa.com

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
昇
、
人
材
の
流
出
な
ど
が
課

題
と
し
て
挙
が
っ
た
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
者
と
未
接
種
者
の
取

り
扱
い
も
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

・
取
り
組
み
と
し
て
は
リ
モ
ー

ト
勤
務
導
入
に
向
け
準
備
を

進
め
る
企
業
が
多
く
、
就
業
規

則
の
改
定
や
デ
ジ
タ
ル
化
を

実
施
し
て
い
る
企
業
が
見
ら

れ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
全
文

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

w
w

w
.jetro.g

o.jp/ex
t_

im
ages/w

orld/covid-19/
u

s/doc_u
s_2

0
2

1
1

0
1

5
.

pdf

か
ら
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
、
９
月
８
日
か
ら
28
日
ま
で

在
米
日
系
企
業
を
対
象
に
標
記

調
査
を
実
施
し
た
。︵
回
答
企
業

数
８
５
１
社
︶
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
通
り
。

︵
１
︶
２
０
２
１
年
9
月
1
日

時
点
の
勤
務
体
制
、
6
割
弱
の

企
業
が
出
社
中
心

・
出
社
中
心
の
勤
務
体
制
を
実

施
し
て
い
る
企
業
は
56
・
２
％
。

特
に
製
造
業
で
は
4
割
の
企
業

が
﹁
原
則
事
業
所
に
出
社
﹂
と

し
て
い
る
。

・
前
回
調
査
︵
21
年
3
月
︶
か

ら
﹁
原
則
出
社
﹂
と
す
る
企
業

は
2
倍
近
く
に
増
加
。﹁
原
則

リ
モ
ー
ト
勤
務
﹂
と
す
る
企
業

の
割
合
は
９
・
９
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
、
出
社
を
再
開
す
る
企
業

が
増
え
て
い
る
。

︵
２
︶
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の

勤
務
体
制
、
コ
ロ
ナ
後
は
7
割

超
の
企
業
が
出
社
中
心
へ

・
コ
ロ
ナ
後
に
出
社
中
心
の
勤

務
体
制
を
予
定
し
て
い
る
企
業

は
72
・
４
％
に
達
す
る
一
方
、

全
従
業
員
が
リ
モ
ー
ト
勤
務
は

１
・
３
％
に
と
ど
ま
り
、
ほ
と

ん
ど
の
企
業
が
事
業
所
へ
の
出

社
を
再
開
予
定
。

・﹁
方
針
を
決
め
て
い
な
い
﹂

企
業
は
前
回
調
査
か
ら
８
・
２

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
多
く
の
企

業
が
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
向
け
た

勤
務
体
制
の
方
針
を
定
め
て
い

る
。

︵
３
︶
コ
ロ
ナ
後
の
課
題
・
取

り
組
み
。
社
員
の
リ
モ
ー
ト
勤

務
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
扱
い
で

苦
慮

・
勤
務
体
制
の
課
題
や
懸
念
と

し
て
、
出
社
で
は
な
く
リ
モ
ー

ト
勤
務
を
希
望
す
る
社
員
へ
の

対
応
、
従
業
員
の
確
保
や
賃
金

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/covid-19/us/doc_us_20211015.pdf
https://gammalaw.com/ja/
https://hls-global.com


2021 年（令和 3 年）10 月 23 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［総　合］　　(8  )

　
ア
メ
リ
カ
人
の
声
は
、
柔
ら

か
く
て
厚
み
が
あ
る
の
に
、
日

本
人
の
声
は
な
ん
で
硬
く
て
薄

っ
ぺ
ら
い
ん
だ
ろ
う
…
？
と
不

思
議
に
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
こ
の
よ
う
な
声
質
の

違
い
を
﹁
体
格
が
違
う
か
ら
。
﹂

と
片
付
け
が
ち
で
す
が
、
実
は

体
格
と
は
無
関
係
で
す
。
小
柄

の
ア
メ
リ
カ
人
も
や
は
り
、
柔

ら
か
い
声
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
日
本
人
の
声
を
硬
く

し
て
い
る
の
は
、
日
本
語
発
音

　
イ
ラ
ス
ト
の
渦
巻
部
分
の
筋

肉
﹁
オ
ト
ガ
イ
筋
﹂
を
指
で
ほ

ぐ
し
、
顎
を
斜
め
後
ろ
下
に
、

ふ
ん
わ
り
沈
め
ま
す
。
そ
こ
に

顎
を
休
め
た
ま
ま
、
深
呼
吸
す

る
様
に
ゆ
る
く
声
を
出
し
ま

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
舌
と
喉
を
緩
め

る
﹁
梅
ほ
ぐ
し
﹂
は
英
語
発
音

矯
正
に
も
効
果
を
発
揮
し
ま

す
。
私
た
ち
日
本
人
も
、
赤
ち

ゃ
ん
の
頃
は
ゆ
る
い
舌
と
喉
で

英
語
の
柔
ら
か
い
声
の
作
り
方

で
使
わ
れ
る
顔
の
筋
肉
連
動
が

原
因
で
す
。
日
本
語
は
、
表
情

筋
、
顎
、
舌
を
固
め
、
声
を
硬

く
し
ま
す
。
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ

ド
で
﹁
梅
ほ
ぐ
し
﹂
と
呼
ば
れ

て
い
る
方
法
で
こ
の
硬
さ
は
簡

単
に
緩
め
ら
れ
ま
す
。

4

オ
ギ
ャ
ア
オ
ギ
ャ
ア
と
泣
い
て

い
た
の
で
す
が
、
長
年
の
日
本

語
発
音
に
よ
っ
て
固
め
る
癖
が

つ
い
て
し
ま
っ
た
だ
け
な
の
で

す
。
英
語
を
話
す
時
は
こ
の
よ

う
に
﹁
オ
ト
ガ
イ
筋
﹂
が
緩
ん

で
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂
著
者
。

slidemethod.com

史佳、魂の競演

　
新
潟
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠

点
と
す
る
三
味
線
プ
レ
イ
ヤ
ー

史
佳
が
2
度
目
の
カ
ー
ネ
ギ
ー

ホ
ー
ル
公
演
﹁
ブ
レ
ー
ク
ス
ル

ー
﹂
を
17
日
開
催
し
た
。
津
軽

よ
さ
れ
節
で
始
ま
り
、
津
軽
あ

い
や
節
で
は
母
で
あ
り
師
匠
の

高
橋
竹
育
と
の
親
子
演
奏
、
秋

田
荷
方
節
、
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら

節
と
伝
統
的
津
軽
三
味
線
を
た

っ
ぷ
り
聞
か
せ
た
後
、
第
二
部

で
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
と
し

て
ジ
ャ
ズ
・
ベ
ー
ス
の
神
様
と

言
わ
れ
る
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
が

登
場
し
た
。
土
井
晩
翠
作
詞
・

瀧
廉
太
郎
作
曲
に
よ
る
﹁
荒
城

の
月
﹂
が
、
カ
ー
タ
ー
の
ベ
ー

ス
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
、

山
野
内
勘
二
大
使
の
ピ
ア
ノ
、

そ
し
て
史
佳
の
三
味
線
が
哀
調

を
お
び
た
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
一
つ

に
重
ね
た
。

　
カ
ー
タ
ー
の
ソ
ロ
﹁
ユ
ー
・

ア
ー
・
マ
イ
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
﹂

は
聴
衆
を
飲
み
込
み
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
﹁
タ
イ
ト
ロ
ー
プ
﹂
で

は
3
弦
の
三
味
線
と
4
弦
の
ベ

ー
ス
に
よ
る
世
界
初
の
共
演

﹁
7
本
の
弦
の
邂
逅
〜Seven 

Strings E
ncounter

﹂
が
実

現
し
た
。
今
回
も
パ
ー
カ
ッ
シ

ョ
ニ
ス
ト
の
和
田
啓
が
参
加
し

て
い
る
。
総
合
司
会
は
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
久
保
純
子

さ
ん
が
務
め
た
。

　
公
演
後
、
２
年
前
と
同
様
、

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ユ
ー

サ
ー
を
務
め
た
大
坪
不
動
産
社

長
、
大
坪
賢
次
氏
主
催
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
と
デ
ィ
ナ
ー
が
関
係

者
を
集
め
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

近
く
の
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
キ

で
開
か
れ
た
。

　
山
野
内
大
使
は
﹁
今
回
の
公

演
を
日
本
人
と
し
て
誇
り
に
思

い
、音
楽
フ
ァ
ン
と
し
て
ロ
ン
・

カ
ー
タ
ー
と
の
共
演
を
楽
し

み
、
総
領
事
と
し
て
日
米
文
化

交
流
に
感
謝
す
る
﹂
と
祝
辞
を

述
べ
た
。
カ
ー
タ
ー
氏
は
﹁
音

楽
は
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
あ

る
。
友
人
の
史
佳
と
初
め
て
舞

台
演
奏
し
、
短
い
時
間
で
は
あ

っ
た
が
そ
の
才
能
の
素
晴
ら
し

さ
に
驚
嘆
し
た
﹂と
絶
賛
し
た
。

　
史
佳
は
﹁
即
興
の
醍
醐
味
を

興
奮
と
緊
張
の
中
で
楽
し
ん

だ
。
偉
大
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
人
生
最
高
の
思
い
出
に

な
っ
た
﹂
と
語
っ
た
。
　︵
三
︶

ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
と

カ
ー
ネ
ギ
ー
で
実
現

山野内大使のピアノ、ロン・カーターのベースに即興で魂を乗せていく史佳（右）（写真・GION）

演奏後のレセプションで鏡開きをする主催関係者

https://shopnyseikatsu.com/
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　
ノ
ー
ス
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー

グ
・
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
18
ホ

ー
ル
の
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

﹁
プ
ッ
テ
ィ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
﹂

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ス
で
は
ミ
ニ
ゴ
ル

フ
を
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ル
で
気
候
変

動
や
野
生
動
物
の
生
息
地
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
排
出
量
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
１

番
ホ
ー
ル
は
﹁
排
水
溝
﹂
を
テ

ー
マ
に
、
ゴ
ミ
が
雨
水
管
か
ら

水
路
に
流
れ
る
様
子
を
表
し
、

2
番
ホ
ー
ル
で
は
ク
ジ
ラ
が
死

ん
で
海
底
に
沈
む
と
ど
う
な
る

か
を
表
現
。
他
に
も
、
ホ
ッ
キ

ョ
ク
グ
マ
、
風
車
、
海
面
上
昇

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
施
設
は
地
元
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
学

校
、
環
境
保
護
団
体
な
ど
が
、

コ
ー
ス
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
コ

ー
ス
入
り
口
の
地
球
儀
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
や
人
工
芝
な
ど

で
、
ホ
ー
ル
を
囲
む
縁
石
は
古

タ
イ
ヤ
で
で
き
て
い
る
。

　
入
場
料
︵
ゴ
ル
フ
︶
は
大
人

10
ド
ル
、
子
供
・
シ
ニ
ア
は
５

ド
ル
︵
曜
日
・
時
間
に
よ
り
割

引
あ
り
︶
。
詳
細
はhttps://

w
w

w
.pu

ttin
g

g
reen

bk
.

org/

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
で

ミ
ニ
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む

　
最
近
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

か
、
不
安
神
経
症
に
悩
む
十
代

の
お
子
さ
ん
た
ち
が
急
増
し
て

い
る
よ
う
で
す
。
今
月
は
、
高

校
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
ア
ン

デ
ィ
君
の
例
を
通
し
て
、
こ
の

病
気
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
し

ょ
う
。
病
気
を
理
解
す
る
た
め

に
非
常
に
役
に
立
つ
の
が
、
ち

ょ
っ
と
し
た
会
話
術
で
す
。
人

は
、
言
葉
で
説
明
で
き
な
い
体

調
を
病
気
と
い
う
形
で
表
現
し

ま
す
。
会
話
で
ガ
イ
ド
す
る
こ

と
で
、
本
人
が
認
識
で
き
て
い

な
い
病
気
の
原
因
を
探
り
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
体
の
緊
張

と
弛
緩
の
リ
ズ
ム
が
作
り
出
す

姿
勢
の
微
細
な
変
化
、
声
の
ト

ー
ン
、
ア
ク
セ
ン
ト
、
息
継
ぎ

の
仕
方
、
そ
し
て
そ
の
周
辺
に

現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
草
と
立

居
振
舞
い
な
ど
に
、
そ
の
人
の

健
康
状
態
の
真
実
が
現
れ
る
の

で
す
。
興
味
深
い
の
は
、
本
人

が
そ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

体
調
不
良
を
認
識
し
、
自
身
の

言
葉
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
、
何
を
し
て
も
治
ら

な
か
っ
た
病
気
が
、
不
思
議
と

回
復
に
向
か
う
の
で
す
。

　
先
ず
、﹁
不
安
﹂
が
良
い
か

悪
い
か
で
す
が
、
ど
ち
ら
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。﹁
不
安
﹂
は
、

サ
バ
イ
バ
ル
に
必
要
な
感
情
的

反
応
で
す
。﹁
不
安
﹂
が
悪
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
だ
け
で
余
計
な
ス
ト
レ
ス
を

増
や
し
て
し
ま
い
、
悪
化
さ
せ

て
い
っ
て
し
ま
う
原
因
と
な
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
学
校
や
仕

事
に
行
か
れ
な
い
、
外
出
で
き

な
い
な
ど
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
に

ま
で
達
し
て
し
ま
う
と
、
自
立

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

し
、
ご
家
族
の
負
担
も
大
き
く

病
気
は
自
然
の
一
部

2 

不
安
神
経
症
／
不
安
障
害

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

軽
度
の
不
安
感
で
あ
っ
て
も
慢

性
的
に
続
く
と
、
ホ
ル
モ
ン
の

バ
ラ
ン
ス
や
消
化
な
ど
の
免
疫

力
を
支
え
る
体
機
能
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
、
緊
張
し
た
体

に
よ
る
筋
肉
・
骨
格
の
不
バ
ラ

ン
ス
か
ら
怪
我
を
し
た
り
と
、

負
の
悪
循
環
か
ら
抜
け
出
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　
ア
ン
デ
ィ
君
の
不
安
神
経
症

は
、
中
学
1
年
生
に
な
っ
た
ば

か
り
の
9
月
の
半
ば
過
ぎ
に
、

登
校
拒
否
と
い
う
形
で
始
ま
り

ま
し
た
。﹁
何
と
な
く
、
面
倒

く
さ
い
﹂
に
始
ま
っ
て
朝
起
き

れ
な
く
な
り
、
ご
両
親
が
共
働

き
で
日
中
誰
も
彼
の
不
可
解
な

行
動
に
干
渉
す
る
人
が
い
な
か

っ
た
事
も
手
伝
っ
て
、
今
で
は

昼
と
夜
が
完
全
に
逆
転
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
し
た
。
彼
に

よ
れ
ば
﹁
夜
の
方
が
静
か
で
せ

い
せ
い
す
る
﹂の
だ
そ
う
で
す
。

何
が
、
ど
う
、
せ
い
せ
い
す
る

の
か
尋
ね
る
と
﹁
人
間
た
ち
が

い
ろ
い
ろ
勝
手
な
こ
と
を
言
う

の
が
嫌
な
ん
だ
！
﹂
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。﹁
で

も
、
い
ろ
い
ろ
勝
手
な
こ
と
を

言
う
の
が
人
間
た
ち
な
ん
だ
け

ど
？
﹂﹁
面
倒
く
さ
い
﹂
と
い

う
よ
う
な
会
話
を
行
っ
た
り
来

た
り
す
る
こ
と
３
セ
ッ
シ
ョ

ン
。
こ
の
﹁
い
ろ
い
ろ
勝
手
な

こ
と
﹂
と
﹁
面
倒
く
さ
い
﹂
が
、

彼
の
病
気
の
根
本
原
因
を
示
し

て
い
ま
す
。言
い
換
え
る
な
ら
、

自
分
と
は
異
な
る
意
見
や
視
野

を
受
け
入
れ
る
力
が
な
い
と
言

っ
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
先
月
と
同
様
、
で

は
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
で
す

よ
ね
？ 

先
月
の
ナ
ル
コ
レ
プ

シ
ー
の
場
合
も
兼
ね
て
、
次
の

機
会
に
そ
の
対
応
策
を
ご
紹
介

し
た
く
思
い
ま
す
。︵
続
く
︶

　
カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米

国
栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

認
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

Courtesy Two Trees Management
ア
メ
リ
カ
で
味
わ
う
富
有
柿
　

　
朝
晩
の
気
温
が
下
が
り
、
郊

外
で
は
紅
葉
が
始
ま
り
秋
た
け

な
わ
の
ア
メ
リ
カ
で
、
こ
の
時

期
ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
果
物
と
い

え
ば
日
本
で
お
馴
染
み
の
柿
が

あ
る
。
ホ
ー
ル
フ
ー
ズ
に
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
育
ち
の
富
有
柿

が
パ
ウ
ン
ド
３
ド
ル
99
セ
ン
ト

で
販
売
さ
れ
て
い
た
。
富
有
柿

は
丸
く
平
ら
で
、
り
ん
ご
ほ
ど

の
大
き
さ
が
あ
り
、
独
特
の
香

り
と
食
感
、
歯
応
え
が
あ
る
。

皮
は
食
べ
ら
れ
る
が
厚
み
が
あ

る
の
で
、
生
で
食
べ
る
な
ら
む

い
て
食
べ
る
の
が
ベ
ス
ト
。
ま

た
、
秋
野
菜
と
一
緒
に
グ
リ
ル

し
て
も
香
り
と
甘
味
が
出
て
美

味
し
い
秋
の
味
覚
だ
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
内
に
は
多

く
の
フ
ァ
ー
ム
が
点
在
し
て
お

り
、
今
は
り
ん
ご
狩
り
や
パ
ン

プ
キ
ン
パ
ッ
チ
の
最
盛
期
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
車
で
１
〜
２

時
間
圏
内
な
の
で
、
た
ま
に
は

広
大
な
農
園
の
青
空
の
下
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
て
は
？

https://www.puttinggreenbk
https://www.puttinggreenbk
https://www.puttinggreenbk
tel:2018819952
https://www.hondag.com
tel:2122136069
http://www.jwsny.org
https://goshikiprinting.com/
https://www.aozoragakuen.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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こ
こ
数
回
書
か
せ
て
頂
い
て

い
る
「
介
護
」
の
科
学
化
を
進

め
て
い
る
日
本
。
普
通
で
も
人

手
不
足
で
忙
し
い
中
で
の
、
プ

ラ
ス
業
務
が
増
え
て
い
る
地
味

な
パ
ソ
コ
ン
入
力
作
業
だ
が
、

日
本
中
の
職
員
が
慣
れ
な
い
指

先
で
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
業
務
を
し
な
が
ら
、
な

ん
と
な
く
「
俺
、
な
ん
で
こ
ん

な
こ
と
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
ん
だ
ろ
う
」
と
自
己
嫌
悪
に

苛
ま
れ
て
い
る
。
経
営
者
は
介

護
の
科
学
化
に
つ
い
て
、
職
員

に
次
の
３
つ
の
目
的
を
先
に
伝

え
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
。

目
的
の
ひ
と
つ
は
「
利
用
者

の
た
め
」
と
い
う
こ
と
。
実
際

に
、
介
護
と
は
全
く
関
係
な
さ

そ
う
な
、
今
ま
で
知
る
機
会
も

な
か
っ
た
血
液
デ
ー
タ
な
ん
か

も
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
。
な
ん
の
意
味
が
？

と
不

満
を
抱
く
介
護
職
員
も
多
い
と

聞
く
。
し
か
し
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
発
見
で
き
た
こ
と
を
自

覚
で
き
た
こ
と
が
科
学
的
介
護

の
収
穫
の
一
つ
で
あ
る
。
是
非
、

そ
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
調
べ

る
き
っ
か
け
で
あ
る
こ
と
に
し

て
ほ
し
い
。
入
力
す
る
の
に
毎

度
立
ち
止
ま
っ
て
、
困
る
く
ら

い
細
か
い
情
報
を
調
べ
れ
ば
調

べ
る
ほ
ど
に
、
介
護
以
外
の
医

療
、
歯
科
、
口
腔
・
栄
養
、
薬

事
、
ご
家
族
等
に
開
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
、
こ
れ

が
目
的
ふ
た
つ
目
の
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
進
化
、
構

築
へ
向
け
て
の
布
石
」
が
期
待

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

そ
れ
ら
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

な
り
、
狭
義
の
介
護
か
ら
、
そ

の
利
用
者
本
人
の
「
本
望
」
や

「
あ
る
べ
き
」
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
像
が
具
体
化
さ
れ
て
く

る
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
結

果
、
今
の
入
力
の
苦
労
が
い
ず

れ
は
科
学
的
介
護
（
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
）
の
名
の
下
に
、
す
べ
て
が

自
動
化
さ
れ
る
と
い
う
夢
の
よ

う
な
、
魔
法
の
杖
と
も
言
っ
て

も
い
い
介
護
の
明
る
い
未
来
の

あ
か
り
が
見
え
て
い
る
と
期
待

し
た
い
。

そ
し
て
３
つ
目
は
、
逆
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
型
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

人
手
不
足
を
科
学
が
救
う
日

人
口
構
造
が
若
い
世
代
よ
り
も

高
齢
世
代
が
激
増
し
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
で
は
な
く
、
ま
さ
に
高

齢
者
が
メ
ジ
ャ
ー
に
な
る
こ
と

で
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
る
と

い
う
こ
と
。
だ
か
ら
、
サ
ー
ビ

ス
の
「
質
」
向
上
の
先
手
を
打

っ
て
い
く
べ
き
だ
。そ
れ
が「
科

学
的
介
護
」
と
い
う
魔
法
の
杖

を
ど
う
操
る
か
に
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
価
値
観
の
変

化
の
具
体
的
な
も
の
と
し
て
、

２
０
２
１
年
の
特
養
や
老
健
の

算
定
す
る
「
新
し
い
加
算
」
に

つ
い
て
一
定
の
要
件
が
設
け
ら

れ
た
こ
と
だ
。
そ
の
ひ
と
つ
が

「
排
泄
支
援
加
算
」。
算
定
要
件

は
、
簡
単
に
言
え
ば
「
す
み
ま

せ
ん
、
職
員
さ
ん
、
わ
た
し
ト

イ
レ
に
行
き
た
い
ん
で
す
が
ち

ょ
っ
と
手
伝
っ
て
も
ら
え
ま
す

か
？
」「
◯
◯
さ
ん
、
ご
め
ん

な
さ
い
。
い
ま
手
が
離
せ
な
い

ん
で
ち
ょ
っ
と
オ
ム
ツ
の
中

に
（
我
慢
）
し
て
も
ら
え
ま
す

か
」
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
は
通
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
。
ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
「
自

立
支
援
促
進
加
算
」
の
算
定
要

件
は
「
◯
◯
さ
ん
、
も
う
施
設

生
活
を
す
る
の
だ
か
ら
、
集
団

の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
も
ら
い
ま

す
よ
。
今
ま
で
の
よ
う
な
自
宅

の
生
活
で
は
な
く
、
こ
こ
は
他

の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け

な
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
か
ら
、

順
番
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
い
う
施
設
本
意
の
押
し
つ
け

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
「
時
間
や
嗜
好
等
へ
の

対
応
を
集
団
の
画
一
的
で
は
な

く
、
個
人
の
習
慣
や
希
望
を
尊

重
し
て
、（
中
略
）
入
所
者
本

人
や
家
族
と
相
談
し
、
可
能
な

限
り
自
宅
で
の
生
活
と
同
様
の

暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
人
間

と
し
て
当
た
り
前
の
尊
厳
で
あ

る
し
、
そ
こ
に
焦
点
が
あ
て
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
画
期

的
で
あ
る
こ
と
に
改
め
て
、
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
た
だ
し
、

そ
こ
に
は
介
護
職
員
が
充
分
な

人
数
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が

最
低
条
件
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
じ
ゃ
あ
、
生

産
労
働
者
が
減
り
続
け
て
い
る

日
本
で
ど
う
し
た
ら
い
い
？

そ
う
。
や
は
り
、
そ
れ
が
魔

法
の
杖
な
の
か
、
最
後
の
砦
な

の
か
、
国
が
介
護
の
科
学
化
に

期
待
し
て
い
る
そ
う
い
う
こ
と

な
の
で
す
。
人
手
が
少
な
く
て

も
成
立
す
る
介
護
生
活
、
日
本

が
ど
こ
の
国
に
も
真
似
で
き
な

い
、
高
齢
者
の
膨
大
な
デ
ー
タ

と
、
介
護
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

技
術
や
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
世
界
中

か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
は
ず
で

す
。
今
、
そ
こ
の
机
で
パ
ソ
コ

ン
を
パ
チ
パ
チ
入
力
し
て
い
る

あ
な
た
。
あ
な
た
の
そ
れ
が
日

本
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
一
つ

に
な
る
と
思
え
ば
、「
や
る
気
」

が
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟

大
阪
支
部
監
査
役

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
で
開
催
さ
れ
た
今

年
の
第
15
回
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ

ア
（
共
催
・
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
Ｊ

Ａ
Ａ
、
邦
人
・
日
系
人
高
齢
者

問
題
協
議
会
、
邦
人
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
後
援
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
館
）
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
日
本
で
活
躍
す
る

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
経
絡
リ
ン
パ

マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ア
ロ
マ
ケ
ア

有
名
講
師
４
人
が
「
大
人
の
教

養
講
座
シ
リ
ー
ズ
特
別
講
座

編
」
（
企
画
・
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
／
講
師
派
遣
・

マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ
、
協
力
・
マ

イ
イ
ベ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ
）
で
講
演

し
た
。
秋
田
県
で
ア
ロ
マ
ス
ク

ー
ル
・
ル
ベ
ー
ル
を
主
宰
す
る

ペ
ッ
ト
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス

ト
、
和
田
淳
子
さ
ん
は
「
ワ
ン

ち
ゃ
ん
の
経
絡
リ
ン
パ
マ
ッ
サ

ー
ジ
と
ア
ロ
マ
ケ
ア
」
と
題
し

講
演
し
た
。

和
田
さ
ん
は
人
生
で
大
き
な

挫
折
感
を
味
わ
っ
て
い
た
17
年

前
に
生
後
１
か
月
の
ト
イ
プ
ー

ド
ル
と
出
会
い
、
両
手
の
平
に

乗
る
大
き
さ
の
あ
ま
り
の
可
愛

い
さ
に
一
緒
に
い
た
い
と
い
う

強
い
思
い
を
抱
い
た
の
が
ペ
ッ

ト
ケ
ア
の
道
に
進
む
き
っ
か
け

だ
っ
た
と
い
う
。
神
奈
川
鎌
倉

の
動
物
病
院
で
鍼
、
お
灸
、
ア

ロ
マ
で
薬
の
よ
う
に
使
え
る
の

を
知
り
、
胃
腸
、
ア
ト
ピ
ー
を

ア
ロ
マ
、
人
と
ペ
ッ
ト
を
一
緒

に
ケ
ア
で
き
る
こ
と
学
び
15
年

間
で
５
０
０
人
以
上
の
人
に
講

義
を
行
っ
て
い
る
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
一
般
社
団
法

人
・
日
本
ペ
ッ
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ

協
会
に
よ
る
方
法
を
紹
介
。「
マ

ッ
サ
ー
ジ
は
究
極
の
ス
キ
ン
シ

ッ
プ
で
、
健
康
保
持
、
病
気
予

防
、
疾
患
の
早
期
発
見
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
る
」
と
説
明
。

ま
た
、
ア
ロ
マ
の
効
用
に
つ

い
て
も
解
説
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
・
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
協
会
に
よ
る
内
容
を

伝
え
た
。
ア
ロ
マ
の
使
い
方
に

は
２
種
類
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
式

と
フ
ラ
ン
ス
式
。
使
用
目
的
が

イ
ギ
リ
ス
式
で
は
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
エ
ス
テ
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
の
に
対
し
フ
ラ
ン
ス
は
医
薬

品
と
し
て
使
用
す
る
。
使
用
方

法
も
異
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
香

り
（
臭
覚
）、
マ
ッ
サ
ー
ジ
オ

イ
ル
と
し
て
使
う
の
に
対
し
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
皮
膚
塗
布
、
経

口
投
与
、
座
薬
と
し
て
使
う
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
医
療
と
し
て
の

使
用
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
可
能
。
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
、
イ
ギ
リ
ス

は
、
香
り
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
併

用
に
つ
い
て
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
医
療
面

で
臨
床
デ
ー
タ
が
豊
富
で
、
治

療
目
的
に
合
わ
せ
て
処
方
さ
れ

て
い
る
。
和
田
さ
ん
の
愛
犬
、

チ
ョ
コ
は
心
臓
病
に
な
っ
た
が

マ
ッ
サ
ー
ジ
ケ
ア
と
食
事
の
ケ

ア
で
、
長
く
て
４
年
と
言
わ
れ

た
寿
命
が
、
今
年
の
７
月
12
日

に
亡
く
な
る
ま
で
８
年
６
か
月

の
闘
病
生
活
を
穏
や
か
に
過
ご

せ
た
と
い
う
。
講
演
で
和
田
さ

ん
は
「
愛
す
る
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
ケ
ア
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、
温

灸
、
リ
ン
パ
、
歯
の
ケ
ア
、
肉

球
の
ケ
ア
、
耳
の
ケ
ア
を
動
画

で
紹
介
し
た
。

詳
細
は
マ
イ
ベ
ス
ト
プ
ロ

秋
田

https://m
bp-japan.

com
/akita/jm

aa-levert/

ペットのアロマセラピー

和田淳子さん
オンラインで講演

第
78
回
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の

会
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｍ

Ｂ
Ａ
取
得
～
受
験
・
学
校

生
活
・
卒
業
後
キ
ャ
リ
ア

に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
11
月
5

日(

金)

午
後
８
時
か
ら

開
催
す
る
。参
加
費
無
料
。

現
在
Ｍ
Ｂ
Ａ
在
学
中
、
及

び
コ
ロ
ナ
禍
の
在
学
を
経

た
卒
業
生
を
招
き
、
コ
ロ

ナ
禍
の
受
験
・
在
学
・
就

職
の
現
状
を
報
告
す
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
大
久
保

勇
輝
さ
ん
（
２
０
２
１

年
ウ
ォ
ー
ト
ン
Ｍ
Ｂ
Ａ

取
得
）。
広
川
順
一
さ
ん

（
２
０
２
２
年
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ス

ロ
ー
ン
Ｍ
Ｂ
Ａ
卒
業
予

定
）
私
費
留
学
中
。
山
本

俊
介
さ
ん
（
２
０
２
３
年

コ
ロ
ン
ビ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
卒
業
予
定
）
大
学

卒
業
後
、
サ
ン
ト
リ
ー
に

入
社
。
今
年
退
職
し
て
私

費
留
学
。

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

コ
ロ
ナ
禍
の
留
学

申し込みは https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZMoce6rpjgtGNDr_xw8evxIdCvroGXwncbU

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
昨
年

末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
「FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

」
の

Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
７

か
月
で
60
名
以
上
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、「
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
」
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
考
え
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
」
は
、「
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当

久

松

茂
（hisam

atsu@
nyseikatsu.com

）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
（
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
）、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ〜日本帰国を考える7回シリーズ〜第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆ 8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆ 9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （終了）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜 （終了）
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長 久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

https://mbp-japan.com/akita/jmaa-levert/
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZMoce6rpjgtGNDr_xw8evxIdCvroGXwncbU
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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茄
子
の
揚
げ
浸
し

鮭
の
紙
包
み
焼
き
　
味
噌
仕
立
て

中国茄子 ......................... 半本

絹さや ...................... ２〜３枚

大根おろし ............... 少し多め

生姜 .........少々（ひとつまみ）

天つゆ　（めんつゆをお湯で

割って）

少し大きめの鮭の切り身

にんじん .................千切り少々

あさつき（ネギ） .みじん切り少々

エノキ .......... 市販袋の３分の１

材料（１人前）

材料（2 人前）

　
中
国
茄
子
は
、
色
が
紫
色
で

発
色
も
綺
麗
、
食
感
も
柔
ら
か

く
て
日
本
の
茄
子
よ
り
値
段
が

安
く
て
美
味
し
い
の
で
、
炒
め

物
、
天
ぷ
ら
な
ど
に
最
適
な
食

材
だ
。
茄
子
は
半
分
に
切
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
切
れ
目
を
入
れ
、

１
８
０
度
︵
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る

時
と
同
じ
温
度
︶
で
素
揚
げ
す

る
。
茄
子
と
油
は
と
て
も
相
性

が
い
い
。
約
２
〜
3
分
で
切
り

目
が
き
つ
ね
色
に
な
っ
た
頃
合

い
で
、
油
を
切
っ
て
器
に
盛
る
。

絹
さ
や
は
さ
っ
と
ゆ
が
い
た
も

の
を
器
に
添
え
る
。
温
か
い
天

つ
ゆ
を
か
け
、
大
根
お
ろ
し
と

　
じ
ゃ
が
い
も
を
５
ミ
リ
程
度

の
厚
さ
の
輪
切
り
に
し
て
ク
ッ

キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
の
上
に
４
枚

並
べ
、
そ
の
上
に
サ
ー
モ
ン
を

乗
せ
る
。
塩
と
黒
胡
椒
で
下
味

を
つ
け
た
ら
、
エ
ノ
キ
、
に
ん

じ
ん
、
あ
さ
つ
き
︵
ネ
ギ
︶
を

乗
せ
、
し
っ
か
り
と
ペ
ー
ス
ト

状
に
な
っ
た
味
噌
ダ
レ
を
ま
ん

べ
ん
な
く
塗
り
上
げ
る
。
ク
ッ

キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
閉
じ
て
、

左
右
両
端
で
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
の

よ
う
に
し
っ
か
り
と
ね
じ
上
げ

て
空
気
が
入
ら
な
い
よ
う
密
閉

状
態
に
す
る
。
レ
ン
ジ
の
中
で

空
気
が
遮
断
さ
れ
て
蒸
し
焼
き

状
態
と
な
り
旨
み
が
増
す
。

　
食
材
と
し
て
は
、
じ
ゃ
が
い

も
の
代
わ
り
に
カ
ボ
チ
ャ
を
使

う
の
も
よ
し
。
ま
た
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
を
半
分
に
切
っ
た
も
の
を

横
に
添
え
る
と
色
合
い
も
き
れ

い
だ
し
美
味
し
く
な
る
。

　
電
子
レ
ン
ジ
で
の
加
熱
は
３

分
か
ら
４
分
。
サ
ー
モ
ン
の
中

ま
で
火
が
通
っ
て
い
る
か
、
１

度
確
認
し
て
足
り
な
け
れ
ば
加

熱
を
追
加
。
ク
ッ
キ
ン
グ
ペ
ー

パ
ー
ご
と
大
皿
に
盛
り
、
包
み

を
解
く
と
、
湯
気
と
共
に
食
欲

を
そ
そ
る
香
り
が
立
ち
上
が

る
。
味
噌
が
し
っ
か
り
と
鮭
に

染
み
込
ん
で
、
エ
ノ
キ
の
風
味

も
加
わ
り
、
ご
飯
が
何
杯
も
進

み
そ
う
。

　
簡
単
な
割
に
手
料
理
感
も
あ

っ
て
、
見
た
目
も
ゴ
ー
ジ
ャ
ズ

な
２
品
。
ぜ
ひ
お
試
し
を
！

　
今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
、有
吉
の
オ
ー
ナ
ー
、

畑
崎
博
志
さ
ん
︵
61
︶
に
お
願

い
し
、
中
国
茄
子
の
揚
げ
浸
し

と
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
な
い

電
子
レ
ン
ジ
を
使
っ
た
鮭
の
紙

包
み
焼
き
・
味
噌
仕
立
て
の
２

品
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

　
有
吉
さ
ん
は
１
９
９
１
年
に

４
代
目
の
店
主
と
し
て
有
吉
を

引
き
継
い
で
以
来
30
年
間
、
オ

ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
日
本
料
理

を
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
提

供
す
る
店
と
し
て
ス
ト
リ
ー
ト

フ
ェ
ア
に
も
日
本
代
表
で
出
店

す
る
ほ
ど
地
元
で
愛
さ
れ
て
い

る
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
。

Ariyoshi Japanese Restaurant
41-13 Queens Blvd. Sunnyside, NY 11104

Tel:718-937-3288

生
姜
で
い
た
だ
く
。
天
ぷ
ら
と

は
違
っ
た
食
感
で
、
茄
子
の
香

ば
し
さ
が
舌
に
直
接
伝
わ
っ
て

く
る
。
天
つ
ゆ
の
甘
さ
が
広
が

り
、
お
酒
の
突
き
出
し
に
も
、

ご
飯
の
お
か
ず
に
も
ビ
ッ
タ
リ

の
秋
の
味
覚
だ
。

オ
ー
ナ
ー
の
畑
崎
さ
ん
︵
左
︶
と
シ
ェ
フ
の
ミ
ゲ
ル
さ
ん

❶

❶

❹

❹

❷

❷

❸

❸

❺

❺

【味噌ダレ】

味噌 ............................大さじ１

みりん .........................大さじ１

酒 ............................大さじ半分

マヨネーズ .......大さじ４分の１

クッキングペーパー ..........１枚

塩と黒胡椒 .........................少々

https://www.korin.com/korin-sharpening-service
https://kikkomanusa.com/
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リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
︵
高
松
さ
な
え
校
長
︶
全
日

課
程
幼
児
ク
ラ
ス
は
８
日
と
11

日
の
２
日
間
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
体
験
保
育
を
行
っ
た
。
今
回

は
﹁
丸
い
も
の
﹂
を
テ
ー
マ
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
た
。

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
﹁
ま
ん
ま
る

さ
ん
﹂
で
は
丸
い
形
を
し
た
も

の
が
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
ド
ラ
え

も
ん
、
う
さ
ぎ
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
生
き
物
に

変
身
。
予
想
外
の
変
身
も
た
び

た
び
あ
り
、
参
加
児
童
は
感
嘆

の
声
を
あ
げ
て
い
た
。ま
た﹁
お

う
ち
の
中
に
は
ど
ん
な
丸
い
も

の
が
あ
り
ま
す
か
？
﹂
と
い
う

保
育
士
の
問
い
か
け
に
、
児
童

は
月
、
飛
行
機
の
タ
イ
ヤ
、
風

船
な
ど
お
気
に
入
り
の
丸
い
も

の
を
紹
介
し
た
。
他
に
も
、
教

室
に
隠
れ
て
い
る
丸
い
だ
る
ま

を
探
し
た
り
、
ク
レ
ヨ
ン
で
丸

い
も
の
を
描
い
た
り
と
、
保
育

士
と
や
り
取
り
し
な
が
ら
充
実

し
た
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
、

最
後
は
本
の
読
み
聞
か
せ
で
締

め
く
く
っ
た
。

　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
で
は
随
時
見
学
を
受
け
付
け

て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９
、

Ｅ

メ

ー

ルm
anhattan@

lyceum
kennedy.org

ま
で

丸
い
も
の
は
な
あ
に
？

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

体
験
保
育
を
実
施

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
８

日
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

で
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
た
。
演
示
発
表
で
は

﹁
歓
び
を
つ
な
ぐ 

〜C
herish 

the M
om

ent

〜
﹂
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
１
・
２
年
生

は
母
親
の
愛
情
と
子
供
た
ち
の

母
へ
の
思
い
に
心
打
た
れ
る
話

﹁
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
１
０
１

ち
ゃ
ん
﹂
を
、
３
・
４
年
生
は

寿
限
無
の
ア
メ
リ
カ
バ
ー
ジ
ョ

ン
を
創
作
し
付
け
加
え
た
﹁
新

･

寿
限
無
﹂
の
演
劇
を
披
露
し

た
。
５
・
６
年
生
は
﹁
頂
上
決

戦
　
Ｇ
Ｊ
Ｓ
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

〜
人
を
通
し
て
本
を
知
る
、
本

を
通
し
て
人
を
知
る
〜
﹂
を

テ
ー
マ
に
書
評
合
戦
を
行
っ

た
。
７
・
８
年
生
は
修
学
旅
行

で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と
に
生
徒

達
が
作
成
し
た
台
本
で
ア
メ
リ

カ
の
歴
史
を
紹
介
す
る
演
劇

﹁D
ream

s C
om

e true

〜

T
O

K
I

を
戻
そ
う
＠D

.C
.

〜
﹂

を
披
露
し
た
。
９
年
生
は
﹁
日

本
の
選
挙
の
棄
権
に
罰
則
を
設

け
る
べ
き
だ
﹂
と
い
う
論
題
に

つ
い
て
肯
定
・
否
定
に
分
か
れ
、

見
事
な
論
理
立
て
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
行
っ
た
。
各
学
年
が
学
ん

で
き
た
こ
と
を
劇
や
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
で

発
表
し
た
。
　
　

　
ま
た
初
等
部
は
、
古
く
か
ら

歌
い
継
が
れ
、
こ
れ
か
ら
も
歌

い
継
い
で
い
き
た
い
日
本
の
歌

を
初
等
部
全
員
で
メ
ド
レ
ー
と

し
て
合
唱
し
、
中
等
部
は
﹁
炎

︵
ほ
む
ら
︶﹂
の
合
奏
を
披
露
し

た
。
初
等
部
・
中
等
部
そ
れ
ぞ

れ
の
子
供
た
ち
が
心
を
一
つ
に

合
唱
・
合
奏
を
行
っ
た
姿
に
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

た
。
本
番
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
き
た
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
た
心
に
残
る
素
晴
ら
し

い
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
な
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
菱
沼
省
二
校
長
︶
は
、

２
日
に
﹁
メ
イ
プ
ル
祭
﹂(

文

化
祭
・
展
示
会)

を
開
催
し
た
。

主
な
演
目
は
、
初
等
部
と
中
等

部
に
よ
る
発
表
で
あ
っ
た
。
今

年
度
は
、
保
護
者
や
来
賓
の
入

場
制
限
を
設
け
、
対
面
で
鑑
賞

し
た
。
劇
の
発
表
後
に
は
、
昨

年
度
は
見
送
っ
た
音
楽
発
表
を

一
部
復
活
し
て
行
っ
た
。

　
初
等
部
の
演
劇
発
表
は
、

﹁A
ccom

plish
 w

ith
 th

e 
W

orld

〜
9
年
後
、
そ
し
て

そ
の
先
も
〜
﹂
を
テ
ー
マ
に
、

SD
G

s

の
実
現
の
た
め
に
、
い

ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
児
童
が
考
え
、
よ
り
よ
い

未
来
を
世
界
と
共
に
創
り
上
げ

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
表
現

し
た
。
低
・
中
・
高
学
年
の
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
限
ら
れ

た
練
習
時
間
で
練
習
し
た
。
幕

間
に
は
飢
餓
や
貧
困
問
題
の
解

決
に
向
け
た
思
い
を
工
夫
し
、

口
頭
ス
ピ
ー
チ
で
表
現
し
て
い

た
。ま
た
、﹁
頑
張
り
た
い
こ
と
﹂

を
テ
ー
マ
と
し
た
英
語
ス
ピ
ー

チ
も
あ
り
、
劇
後
の
よ
い
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た
。
2
音

楽
発
表
は
﹁
紅
蓮
華
﹂
の
合
奏

と
﹁
エ
ー
ル
！
﹂
を
合
唱
し
た
。

　
中
等
部
は
﹁
つ
な
ぐ
、
未
来

に
架
け
橋
を
〜U

nite w
ith 

the future

〜
﹂
を
テ
ー
マ

と
し
た
劇
。
職
場
体
験
や
宿
泊

学
習
、
修
学
旅
行
な
ど
で
学
ん

だ
こ
と
を
も
と
に
生
徒
自
身
が

シ
ナ
リ
オ
か
ら
創
作
し
、
７
年

生
は
﹁
将
来
の
夢
﹂
に
つ
い
て
、

８
年
生
は
﹁
環
境
の
大
切
さ
﹂、

９
年
生
は
﹁
ア
メ
リ
カ
独
立
の

歴
史
﹂
を
テ
ー
マ
に
し
た
。
幕

間
で
は
、
Ｎ
Ｊ
校
の
み
ん
な
に

﹁
笑
顔
・
挑
戦
・
日
常
﹂
と
い

う
テ
ー
マ
を
動
画
に
し
て
大
型

テ
レ
ビ
上
に
配
信
し
た
。
音
楽

発
表
は
合
奏
﹁
炎
﹂、
合
唱
で

は
﹁
ど
ん
な
と
き
も
﹂
の
混
声

三
部
を
披
露
し
、
素
晴
ら
し
い

歌
声
で
会
場
の
人
々
を
感
動
さ

せ
た
。

　
そ
の
他
に
も
家
庭
科
、書
写
、

ア
ー
ト
︵
図
工
・
美
術
︶
な
ど

の
学
習
展
示
も
行
わ
れ
た
。
子

ど
も
た
ち
は
﹁
保
護
者
や
来
賓

の
方
に
対
面
で
見
て
も
ら
え
て

嬉
し
か
っ
た
﹂﹁
練
習
は
大
変

だ
っ
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
音

楽
発
表
が
で
き
て
よ
か
っ
た
﹂

と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

NJ日本人学校

メイプル祭盛況！

http://starchildny.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://www.jwsny.org
http://www.gwjs.org
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●公益財団法人 
　海外子女教育振興財団（JOES）

　www.joes.or.jp
　【教育相談】

　E メール sodanjigyo@joes.or.jp

Ｑ
　
幼
児
を
連
れ
て
海
外
に
赴

任
を
し
ま
す
。
小
さ
な
子
供
を

連
れ
て
海
外
生
活
を
す
る
と
き

の
留
意
点
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ
︵
１
︶
海
外
で
子
育
て
を
す

る
た
め
に
大
切
な
こ
と

　
海
外
で
子
育
て
を
す
る
と
き

に
大
切
に
す
る
こ
と
は
ま
ず
家

族
が
協
力
し
て
子
育
て
に
臨
む

と
い
う
こ
と
で
す
。
初
め
て
の

海
外
生
活
で
親
の
心
細
さ
や
不

安
が
募
っ
て
い
け
ば
、
そ
の
こ

と
は
お
の
ず
と
お
子
さ
ん
の
精

神
状
態
や
発
達
に
も
影
響
を
与

え
ま
す
。
家
族
皆
さ
ん
が
力
を

合
わ
せ
て
笑
顔
で
子
育
て
で
き

る
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ま

た
滞
在
国
の
教
育
事
情
を
よ
く

理
解
し
ま
し
ょ
う
。
外
国
で
は

日
本
国
内
の
子
育
て
や
教
育
と

は
基
本
的
な
違
い
や
制
約
が
あ

る
こ
と
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
長
所
・
短
所
を
見
極
め
、
家

庭
の
教
育
方
針
に
沿
っ
た
子
育

て
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

︵
２
︶
母
語
の
獲
得
と
保
持
に

つ
い
て

　
多
く
の
日
本
人
の
場
合
、﹁
母

語
﹂
は
﹁
日
本
語
﹂
で
す
。
海

外
で
生
活
す
る
小
さ
な
お
子
さ

ん
は
、
こ
の
母
語
の
獲
得
に
つ

い
て
最
も
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
母
語
が
急
激
に
発
達

す
る
２
〜
4
歳
頃
、
い
わ
ゆ
る

お
し
ゃ
べ
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
時
期
、
さ
ら
に
赤
ち
ゃ
ん

語
か
ら
大
人
の
使
う
言
葉
に
移

行
す
る
４
〜
8
歳
頃
、
母
語
の

基
礎
が
で
き
る
時
期
が
と
て
も

大
切
な
時
期
で
す
。
こ
の
時

期
﹁
日
本
語
﹂
に
触
れ
、
使
う

こ
と
で
当
た
り
前
に
日
本
語
を

話
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
時
期
に
海
外
で
過
ご

す
場
合
、
何
も
配
慮
し
な
い
と

子
供
は
外
国
語
の
環
境
で
ど
ん

ど
ん
現
地
の
言
葉
を
吸
収
し
ま

す
。
逆
に
日
本
語
を
使
わ
な
い

こ
と
で
日
本
語
を
失
っ
て
い
き

ま
す
。
2
歳
〜
8
歳
く
ら
い
の

間
は
、
意
識
的
に
家
庭
で
日
本

語
の
会
話
を
徹
底
し
、
日
本
語

を
育
て
る
た
め
の
努
力
を
し
て

く
だ
さ
い
。
例
え
ば
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
す
る
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

Ｃ
Ｄ
な
ど
で
日
本
語
に
触
れ

る
、
外
国
で
日
本
人
同
士
の
交

流
の
機
会
を
積
極
的
に
作
る
等

で
す
。
こ
れ
を
怠
る
こ
と
で
、

日
本
に
帰
国
し
た
際
に
、
学
校

の
学
習
に
支
障
が
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。﹁
小
さ
い

う
ち
に
海
外
で
英
語
を
身
に
付

け
て
お
こ
う
﹂
と
い
う
考
え
は

と
て
も
危
険
な
も
の
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

︵
３
︶
発
達
段
階
ご
と
に
留
意

す
る
こ
と

　
子
ど
も
の
発
達
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢
に
特
徴
的
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
言
語
の
獲
得
以

外
に
も
次
の
よ
う
な
こ
と
に
留

意
し
て
く
だ
さ
い
。
乳
幼
児
期

前
期
︵
0
歳
〜
1
歳
半
頃
︶
は

体
の
機
能
が
整
う
時
期
で
す
。

滞
在
国
の
気
候
や
食
糧
事
情
に

合
わ
せ
た
健
康
管
理
、
食
習
慣

へ
の
配
慮
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
暑
い
か
ら
と
言
っ
て
い

つ
も
快
適
な
環
境
の
中
だ
け
に

い
る
と
、
汗
を
か
け
ず
、
体
温

調
節
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
適
度
に
汗
を
か
か
せ

る
習
慣
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
期
後
期
︵
1
歳
半
〜
3

歳
頃
︶
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
い
や

い
や
期
﹂
で
す
。
子
供
の
気
持

ち
を
共
有
し
、
た
だ
叱
る
の
で

は
な
く
﹁
そ
う
だ
ね
。
〇
〇
だ

っ
た
ね
﹂
と
い
や
だ
っ
た
気
持

ち
を
代
弁
し
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
情
緒
も
安
定
し
、
母
語
の

獲
得
が
重
要
な
こ
の
時
期
に
語

彙
を
増
や
す
こ
と
に
も
繋
が
り

ま
す
。

　
幼
児
期
前
期
︵
３
〜
４
歳

頃
︶
は
活
発
に
体
を
動
か
し
、

運
動
量
が
多
く
な
り
ま
す
。
身

体
の
成
長
に
も
必
要
な
こ
と
で

す
。
滞
在
国
の
事
情
で
自
由
な

外
遊
び
が
で
き
な
い
環
境
の
場

合
は
、
大
人
が
意
識
的
に
体
を

動
か
せ
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ

う
。
幼
児
後
期︵
４
〜
6
歳
頃
︶

は
、
自
我
が
芽
生
え
周
囲
と
自

分
の
違
い
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
幼
稚
園
な
ど
で
集

団
生
活
も
始
ま
り
ま
す
。
子
供

の
内
面
の
変
化
を
見
逃
さ
ず
、

少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
園
の
先
生
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。
海
外
で
は
親
が
遠

慮
せ
ず
子
ど
も
の
状
況
を
伝
え

る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。

　
最
後
に
、
子
ど
も
の
時
期
に

海
外
で
の
生
活
を
経
験
す
る
こ

と
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
い
つ
か
日
本
に

帰
国
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

時
の
こ
と
も
考
え
て
、
お
子
さ

ん
の
生
活
環
境
、
学
習
環
境
を

整
え
、
有
意
義
な
海
外
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

幼児を連れて海外に
赴任するときの留意点

海外子女教育振興財団

中村昌子 教育相談員

　
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
︵
Ｎ
Ｙ
州

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
、
在
籍
数

１
８
０
人
、
藤
田
真
祐
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
︶
の
子
供
た
ち
が
６

日
、
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
商
工

会
議
所
が
主
催
す
る
野
外
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
に
出
演
し
た
。

　
出
演
し
た
の
は
、
同
校
音

楽
部
と
ダ
ン
ス
部
に
所
属
す

る
子
供
達
。
２
度
目
の
出
演

で
、
落
ち
着
い
て
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
た
。
演
目
は

﹁believe

﹂﹁
翼
を
く
だ
さ
い
﹂

﹁
ソ
ー
ラ
ン
節
﹂﹁
東
京
五
輪
音

頭
﹂。
夕
暮
れ
に
日
本
の
情
景

が
広
が
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
主
催

者
も
﹁
素
晴
ら
し
い
﹂
と
子
供

達
に
直
接
声
を
か
け
た
。
同
校

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
﹁
会
場
と
な

っ
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
校
舎
の
借
用
が
難
航
し

た
時
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ

た
施
設
。
芸
術
を
通
し
て
地
域

と
の
繋
が
り
が
深
ま
り
非
常
に

嬉
し
い
﹂
と
話
し
た
。

育
英
サ
タ
デ
ー

ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン

芸
術
の
秋

植
山
さ
ん
入
賞

国
際
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
Ｉ
Ｐ
Ａ
︵International 

Photograohy A
w

ards

︶
で
写

真
家
、植
山
慎
太
郎
さ
ん
の
作
品
﹁A

 
N

ew
yorker

﹂
が
こ
の
ほ
ど
名
誉

特
別
賞
に
入
賞
し
た
。

　
植
山
さ
ん
は
﹁
独
特
な
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ス
タ
イ
ル
の
女
性
と”

FIFT
H

 
A

V
E

”

と
書
か
れ
た
古
び
た
ホ
ー

ム
を
合
わ
せ
、
個
性
溢
れ
る
こ
の
街

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
1
枚
で
表
現
し
た

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ナ
ッ
プ
作
品
に
な
り

ま
す
。FIFT

H
 A

V
E

と
い
う
字
、

向
か
い
側
の
ホ
ー
ム
の
景
色
を
遮
る

鉄
柱
、
手
前
に
白
い
ス
プ
レ
ー
ペ
イ

ン
ト
で
書
か
れ
た
落
書
き
。
そ
こ
の

位
置
に
女
性
が
フ
レ
ー
ム
イ
ン
し
て

く
る
。
次
の
瞬
間
、
向
か
い
側
ホ
ー

ム
に
地
下
鉄
が
飛
び
込
ん
で
来
て
女

性
は
消
え
て
し
ま
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
活
動
し
て
い
て
、
時
々
出
逢
う

瞬
間
で
し
た
﹂
と
作
品
を
説
明
し
、

入
賞
の
喜
び
を
語
る
。

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
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を
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物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
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Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680
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わ
た
し
は
、
な
つ
や
す
み
に

車
で
九
日
か
ん
の
か
ぞ
く
り
ょ

こ
う
に
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
一
ば
ん
の
お
も
い
で
に
の
こ

っ
て
い
る
の
は
、
バ
ッ
ド
ラ
ン

ズ
こ
く
り
つ
こ
う
え
ん
で
す
。

バ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
こ
く
り
つ
こ
う

え
ん
に
は
、
赤
や
き
い
ろ
、
む

ら
さ
き
な
ど
の
カ
ラ
フ
ル
な
し

ま
も
よ
う
の
い
わ
山
が
あ
っ

て
、
そ
れ
は
ち
そ
う
だ
と
お
と

う
さ
ん
に
お
し
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ち
そ
う
か
ら
は
、
火
ざ

ん
が
ふ
ん
火
し
た
じ
だ
い
や
、

き
ょ
う
り
ゅ
う
が
い
た
じ
だ
い

が
わ
か
る
と
き
い
て
、
わ
た
し

は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
な
が
い
じ
か
ん
車
に
の
っ
て

い
る
の
は
つ
ら
か
っ
た
け
れ

ど
、
車
の
中
か
ら
見
た
ひ
ろ
い

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ば
た
け
や
、
大

き
な
ふ
う
し
ゃ
が
た
く
さ
ん
な

ら
ん
だ
け
し
き
、
そ
し
て
た
く

さ
ん
の
ど
う
ぶ
つ
に
あ
え
た
こ

と
は
、
い
い
お
も
い
で
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　︵
滞
米
１
年
︶

　
ぼ
く
は
夏
休
み
に
、
日
本

へ
帰
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

と
ば
あ
ば
、
お
ば
ふ
う
ふ
と

い
っ
し
ょ
に
、
京
都
へ
二
は

く
三
日
の
り
ょ
こ
う
へ
行
き

ま
し
た
。

　
さ
い
し
ょ
は
、
ぼ
く
が
見

た
か
っ
た
、
大
阪
か
ん
じ
ょ

う
線
が
て
ん
示
さ
れ
て
い
る

京
都
鉄
道
は
く
物
館
へ
向
か

い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
た

く
さ
ん
の
じ
ょ
う
気
き
か
ん

車
が
入
る
扇
形
の
車
こ
が
あ

り
ま
す
。
次
に
ぼ
く
が
行
き

た
か
っ
た
所
は
、
ジ
オ
ラ
マ

で
す
。
ジ
オ
ラ
マ
は
三
年
生

教
室
一
こ
分
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
で
し
た
。
東
京
で
は
見
ら

れ
な
い
、
め
ず
ら
し
い
電
車

の
も
け
い
が
走
っ
て
い
て
、

ぼ
く
の
目
は
く
ぎ
づ
け
に
な

り
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
、
金
か
く
寺
に

行
き
ま
し
た
。
金
か
く
寺
と

は
、
一
三
五
六
年
に
足
利
よ

し
み
つ
が
た
て
た
お
寺
で
、

正
式
名
称
は
、
﹁
北
山
ろ
く
お

ん
寺
﹂
と
い
い
ま
す
。
金
か

く
寺
は
、
金
で
で
き
て
い
る

お
寺
で
す
。
そ
れ
を
見
た
時
、

金
の
部
分
が
き
れ
い
す
ぎ
て
、

ぼ
く
は
言
葉
が
出
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
次
に
、
バ
ス
で
り
ょ
う
安

寺
に
行
き
ま
し
た
。
り
ょ
う

安
寺
に
は
有
名
な
か
れ
山
水

が
あ
り
ま
す
。
か
れ
山
水
と

は
、
水
が
な
い
に
わ
の
こ
と

で
す
。
こ
こ
の
か
れ
山
水
に

は
、
ど
の
角
度
か
ら
見
て
も

十
四
こ
に
見
え
る
と
言
わ
れ

て
い
る
、
十
五
こ
の
石
が
あ

り
ま
す
。
東
洋
の
世
界
で
は
、

十
五
と
い
う
数
字
は
﹁
完
全
﹂

を
意
味
し
て
い
て
、
り
ょ
う

安
寺
の
十
五
こ
の
石
も
﹁
完

全
﹂
を
表
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
ど
の
角
度
か
ら
な
が
め

て
も
、
必
ず
一
こ
の
石
は
か

く
れ
て
見
え
な
い
よ
う
に
作

ら
れ
て
い
る
に
わ
は
、﹁
不
完

全
﹂
な
に
わ
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
正
直
な
所
、
何

が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
石
が
十
五
こ
あ
る
こ
と

は
分
か
り
ま
し
た
。

　
次
は
、
バ
ス
で
仁
和
寺
に

行
き
ま
し
た
。
仁
和
寺
は
、

と
に
か
く
は
く
力
が
す
ご
か

っ
た
で
す
。
右
は
じ
と
左
は

じ
に
鬼
の
ど
う
ぞ
う
が
あ
り
、

阿
吽
の
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
。

昔
の
ぶ
つ
ぞ
う
の
て
ん
ら
ん

会
も
見
ま
し
た
。
て
ん
ら
ん

会
の
入
口
の
ぶ
つ
ぞ
う
が
す

ご
く
大
き
か
っ
た
で
す
。

　
さ
い
し
ゅ
う
日
は
伏
見
稲

荷
大
社
に
行
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
千
本
鳥
居
と
し
て
有
名

で
す
。
千
本
鳥
居
を
見
て
気

付
い
た
こ
と
は
、
赤
い
鳥
居

の
う
ら
に
、
お
金
を
き
ふ
し

た
人
の
名
前
が
き
ざ
ま
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

　
ぼ
く
が
京
都
に
行
っ
て
ふ

し
ぎ
に
思
っ
た
こ
と
は
、
京

都
な
の
に
、
京
都
べ
ん
を
全

く
聞
い
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

次
に
京
都
に
行
く
時
は
、
京

都
べ
ん
を
聞
き
た
い
で
す
。

　
　  

　︵
滞
米
２
年
２
か
月
︶　  ﹁

あ
っ
た
ら
い
い
な

　
　
　
　
こ
ん
な
も
の
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
補
習
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ー
ク
　
み
な

　
私
た
ち
、
７
年
生
と
８
年
生

は
８
月
下
旬
に
ワ
シ
ン
ト
ン

D
C
へ
三
泊
四
日
の
修
学
旅
行

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
修

学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
は
二
つ

あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
博
物
館
や
美
術

館
に
行
っ
て
、
歴
史
や
芸
術
の

重
み
を
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
特
に
私
が
印
象
に
残
っ
た

博
物
館
は
、
国
立
自
然
史
博
物

館
で
す
。
英
語
が
読
め
な
く
て

も
、
実
物
を
見
て
学
べ
る
と
こ

ろ
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
に
行
く
と
、
雰

囲
気
が
変
わ
っ
て
ま
っ
た
く
飽

き
ず
に
展
示
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
工
夫
が
、
楽

し
く
歴
史
に
触
れ
合
え
た
理
由

の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
友
達
の
大
切
さ

で
す
。
こ
の
三
泊
四
日
の
修
学

旅
行
で
は
、
普
段
の
日
常
と
は

異
な
っ
た
経
験
を
た
く
さ
ん
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
友
達

と
協
力
し
合
い
な
が
ら
活
動
し

た
こ
と
で
達
成
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
り
、
一
人
一
人
が

時
間
を
守
り
、
自
分
で
判
断
し

て
行
動
す
る
こ
と
で
自
主
性
を

さ
ら
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た

り
し
た
と
思
い
ま
す
。
と
て
も

充
実
し
た
四
日
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
修
学
旅
行
を
通

し
て
私
は
も
っ
と
英
語
を
学
び

た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
修
学
旅
行
で
学

ん
だ
こ
と
を
、
今
後
の
生
活
に

生
か
し
、
今
自
分
が
や
る
べ
き

こ
と
や
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と

に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　︵
滞
米
４
年
︶

　
　
　
□
　
　
□
　
　
□

　
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
も

の
は
、
か
こ
や
み
ら
い
に
行
け

る
く
つ
で
す
。
そ
れ
が
あ
っ
た

ら
、
み
ら
い
に
行
っ
て
大
き
く

な
っ
た
ら
わ
た
し
が
ど
ん
な
ふ

う
に
見
え
る
か
見
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
か
こ
に
行
っ
て
、
赤

ち
ゃ
ん
の
じ
ぶ
ん
に
会
い
に
行

き
ま
す
。

　
形
は
ブ
ー
ツ
み
た
い
な
形
で

す
。
色
は
に
じ
色
で
す
。
中
を

さ
わ
っ
た
ら
ふ
わ
ふ
わ
で
す
。

行
き
た
い
と
こ
ろ
が
頭
に
う
か

ん
だ
ら
、
む
ら
さ
き
の
も
や
も

や
が
出
て
、
そ
の
中
に
ジ
ャ
ン

プ
し
て
行
き
た
い
か
こ
や
み
ら

い
に
行
き
ま
す
。

　
あ
っ
た
ら
い
い
な
。

　
　
　
　
　
　︵
米
国
生
ま
れ
︶

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
楽
し
か
っ
た
京
都
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
峯
　
惟
喬

　
友
だ
ち
を
は
げ
ま
す
こ
と

は
、
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
友
だ
ち
が
悲
し
い

顔
を
見
る
と
、
自
分
も
悲
し

く
な
る
か
ら
で
す
。

　
私
は
、
現
地
校
の
四
年
生

の
時
、
先
生
が
私
の
作
文
を

な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

友
だ
ち
が
は
げ
ま
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
時
、

初
め
て
英
語
で
作
文
を
書
い

た
の
で
、
先
生
に
お
こ
り
た

い
ほ
ど
悲
し
か
っ
た
で
す
。

し
か
も
先
生
は
、﹁
ま
た
書
い

て
き
な
さ
い
。﹂
と
、
作
文
を

宿
題
に
し
た
の
で
、
気
ぜ
つ

す
る
ほ
ど
悲
し
か
っ
た
で
す
。

け
れ
ど
私
の
友
だ
ち
が
、﹁
大

丈
夫
だ
よ
。﹂
と
、
は
げ
ま
し

て
く
れ
た
の
で
、
が
ん
ば
っ

て
み
よ
う
か
な
?
と
思
う
く

ら
い
う
れ
し
く
て
、
私
の
気

持
ち
は
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
作
文
を
書
い
て
、

友
だ
ち
を
は
げ
ま
す
事
は
、
悲

し
か
っ
た
り
、
落
ち
こ
ん
で

い
た
り
す
る
人
を
よ
り
元
気

に
す
る
た
め
に
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　
　
　
　  

　
　︵
滞
米
２
年
︶

 「行けて良かったワシントン D.C.」
　　　　　　　　　　　　　　　　ニューヨーク日本人学校中２　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小高　莉子

 ﹁
私
が
経
験
し
た
こ
と
﹂

　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
美
鈴

 ﹁
な
つ
の
お
も
い
で
﹂

　
　
　
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
に
む
ら
　
み
ず
き

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ノ
ー
ス
シ
ョ
ア
、
グ
レ
ン
コ
ブ
と
い
う

街
の
ハ
ー
バ
ー
沿
い
に
、
２
０
１
５
年
か
ら
56
エ
ー
カ
ー
の
水
際

都
市
開
発
が
始
ま
り
、
昨
年
１
６
７
室
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
レ
ジ
デ
ン
ス
が
完
成
し
た
。

　
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
レ
ジ
デ
ン
ス
を
２
０
１
７
年
に
ノ
ー
ス
ヒ

ル
ズ
・
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
に
建
て
た
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
Ｒ
Ｘ
Ｒ
と

有
名
建
築
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
、
ハ
ン
デ
ル
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
テ
ニ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
手
掛
け
た
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
造
園
建
築

デ
ザ
イ
ン
事
務
所
の
コ
ラ
ボ
で
出
来
上
が
っ
た
。

　
一
歩
ビ
ル
内
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
広
々
と
し
た
、
都
会
的
デ

ザ
イ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
高
級
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
い
る
雰
囲
気

に
包
ま
れ
る
癒
し
の
空
間
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
リ
ザ
ー
ブ
の
緑
、
マ
リ

ー
ナ
沿
い
の
美
し
い
景
観
の
ガ
ー
デ
ン
、
遊
歩
道
、
海
と
空
に
囲

ま
れ
て
都
会
の
煩
雑
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

　
1
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で
１
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
か
ら
、
2
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
で
は
１
２
５
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
以
上
、
3
ベ
ッ
ド
は

２
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
近
く
あ
る
ゆ
っ
た
り
し
た
室
内
で
全
室

10
〜
12
フ
ィ
ー
ト
の
高
い
天
井
、
床
か
ら
の
全
面
窓
、
オ
ー
プ
ン

フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
で
く
つ
ろ
い
だ
空
間
が
あ
る
。
キ
ッ
チ
ン
、バ
ス
、

フ
ロ
ア
、
電
化
製
品
に
は
全
て
に
高
級
素
材
、
ブ
ラ
ン
ド
が
使
用

さ
れ
、
落
ち
着
い
た
シ
ッ
ク
な
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
げ

ら
れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し
、

リ
ブ
＆
ワ
ー
ク
の
で
き
る
室
内
空
間
、
ア
ウ
ト
ド
ア
テ
ラ
ス
、
新

鮮
な
空
気
、
自
然
に
近
い
環
境
を
提
供
、
提
案
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

　
24
時
間
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
プ
ー
ル
、
海
を
臨
め
る
テ
ラ
ス
、

ア
ウ
ト
ド
ア
キ
ッ
チ
ン
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ヨ
ガ
ス
タ

ジ
オ
、
イ
ン
ド
ア
パ
ー
キ
ン
グ
、
メ
ー
ル
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ル
ー
ム

完
備
。
車
で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
は
約
50
分
、
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
既
に
完
成
さ
れ
て
い
て
、
２
０
２
２
年
5
月
か
ら
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
東
34
丁
目
と
、
サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
シ
ー
ポ
ー
ト
の
2
か

所
に
止
ま
る
フ
ェ
リ
ー
が
開
通
す
る
。
1
ベ
ッ
ド
の
価
格
は
70
万

ド
ル
台
か
ら
、
2
ベ
ッ
ド
で
は
80
万
ド
ル
台
か
ら
、
3
ベ
ッ
ド
は

１
８
０
万
ド
ル
か
ら
。

　
詳
細
は
電
話
９
１
７
・
９
３
２
・
４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ルhiroko.akutuslee@

ellilm
an.com

阿
久
津
さ
ん

︵
写
真
提
供
・
ダ
グ
ラ
ス
エ
リ
マ
ン
不
動
産
︶

ウォーターフロント
　高級リゾート型コンド

　
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌
は
こ
の
ほ

ど
、
世
界
の
主
要
37
都
市
を
格

付
け
し
た
﹁
２
０
２
１
年
度
ベ

ス
ト
・
シ
テ
ィ
ー
ズ
・
イ
ン
・
ザ
・

ワ
ー
ル
ド
﹂
を
発
表
し
た
。 

　
同
誌
は
今
年
３
月
、
ネ
ッ
ト

上
で
呼
び
か
け
を
行
い
、
世
界

中
の
２
万
７
０
０
０
人
の
応
募

者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
ベ
ス
ト
・
シ
テ
ィ

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問

内
容
は
、
文
化
だ
け
で
は
な
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
体
制
や
緑
地

の
有
無
、
持
続
性
、
将
来
性
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
認
識

し
た
長
所
な
ど
に
及
ん
だ
。
同

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
10
位
は
次

の
通
り
。
１
位
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
、
２
位
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、

３
位
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
︵
英
︶
、

４
位
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
５
位

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
６
位
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
、
７
位
プ
ラ
ハ
、
８

位
テ
ル
ア
ビ
ブ
、
９
位
ポ
ル
ト
、

10
位
東
京
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
か
ら
の
回

復
力
、
屋
外
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
推
奨
な
ど
、
一

方
東
京
に
関
し
て
は
、
施
設
や

娯
楽
な
ど
の
新
し
い
発
見
、
公

共
交
通
機
関
の
効
率
性
、
そ
し

て
感
染
防
止
対
策
と
し
て
の
マ

ス
ク
着
用
の
徹
底
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
た
。 

　
ま
た
同
調
査
で
は
﹁
世
界
で

最
も
ク
ー
ル
な
地
区
﹂
に
つ
い

て
の
質
問
も
あ
り
、
Ｎ
Ｙ
市
内

で
は
、
新
設
さ
れ
た
リ
ト
ル
・

ア
イ
ラ
ン
ド
や
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
駅
の
駅
舎
モ
イ
ニ
ハ
ン
・
ト

レ
イ
ン
・
ホ
ー
ル
な
ど
の
地
域

開
発
事
業
や
、
ハ
イ
・
ラ
イ
ン

や
ハ
ド
ソ
ン
・
リ
バ
ー
・
パ
ー

ク
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
大
都

市
の
な
か
で
あ
り
な
が
ら
自
然

を
感
じ
ら
れ
る
屋
外
施
設
が
あ

る
チ
ェ
ル
シ
ー
が
、
49
か
所
の

う
ち
の
６
位
に
あ
が
っ
た
。
１

位
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ノ
ア

ブ
ロ
で
、
ア
ジ
ア
で
の
ト
ッ
プ

は
3
位
の
ソ
ウ
ル
の
鍾
路
３

街
、
日
本
で
は
東
京
の
代
官
山

が
35
位
だ
っ
た
。
同
ラ
ン
キ
ン

グ
の
詳
細
はtim

eout.com

を
参
照
す
る
。 

ベ
ス
ト
シ
テ
ィ
番
付

Ｎ
Ｙ
５
位
、東
京
10
位

　
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌
が
10
月
上

旬
に
発
表
し
た
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
最
も
ク
ー
ル
な
場
所
﹂
で

チ
ェ
ル
シ
ー
が
選
ば
れ
た
。
世

界
中
の
２
万
人
以
上
の
都
市
生

活
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
と
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
誌
の
編
集

者
や
記
者
が
持
つ
地
域
に
つ
い

て
の
専
門
的
な
知
識
に
基
づ
い

た
も
の
だ
と
い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
５
区
で
は
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
最
も
ク
ー
ル
な
場
所
が

チ
ェ
ル
シ
ー
︵
そ
の
次
に
ク
ー

ル
な
の
が
ウ
エ
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
︶、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
が
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
︵
同
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
ハ
イ
ツ
︶、
ク
イ
ー
ン

ズ
が
ア
ス
ト
リ
ア
︵
同
フ
ォ
レ

ス
ト
ヒ
ル
ズ
︶、
ブ
ロ
ン
ク
ス

は
フ
ォ
ー
ダ
ム
︵
同
ペ
ル
ハ
ム

ベ
イ
︶、
ス
タ
ッ
テ
ン
島
が
リ

ッ
チ
モ
ン
ド
タ
ウ
ン
︵
同
エ
ル

テ
ィ
ン
グ
ビ
ル
︶
と
な
っ
た
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

チ
ェ
ル
シ
ー
が
一
番

Ｎ
Ｙ
で
最
も
ク
ー
ル
な
場
所

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:hiroko.akutuslee@ellilman.com
mailto:hiroko.akutuslee@ellilman.com
mailto:hiroko.akutuslee@ellilman.com
mailto:hiroko.akutuslee@ellilman.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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 BOOKS
　
最
近
よ
く
耳
に
す
る
Ｄ
Ｘ
と

は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
︵
変
革
︶
の
こ

と
で
、
一
般
的
に
は
Ｉ
Ｔ
導
入

や
Ｉ
Ｔ
活
用
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
本
書
で
は
﹁
企
業
文
化
変

革
﹂
で
あ
る
。
数
多
く
の
日
本

の
ト
ッ
プ
企
業
を
顧
客
に
も

ち
、
米
国
に
本
社
を
置
く
戦
略

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー

ム
の
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン

ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
今
夏
に
出

版
し
た
﹃
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
が
解

き
明
か
す
　
生
き
残
る
た
め
の

Ｄ
Ｘ
﹄。
同
社
が
行
っ
た
調
査

に
よ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点

で
見
た
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
進
捗

に
お
い
て
日
本
は
世
界
の
第
33

位
。
世
界
第
３
位
の
経
済
大
国

で
あ
る
日
本
だ
が
、
Ｄ
Ｘ
に
関

し
て
は
大
き
く
出
遅
れ
て
い
る

の
は
明
ら
か
だ
。

　
今
年
9
月
に
は
デ
ジ
タ
ル
庁

を
創
設
、
昨
年
に
は
行
政
手
続

き
で
必
要
な
ハ
ン
コ
の
全
廃
を

発
表
し
た
り
と
、
急
速
に
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
し
進
め
て
い
く
日

本
政
府
。
さ
て
、
企
業
は
ど
う

な
の
だ
ろ
う
。
日
本
の
会
社
で

働
い
た
こ
と
が
あ
る
人
な
ら

ば
、
仕
事
の
取
り
組
み
方
で
ス

ム
ー
ズ
で
よ
り
早
く
出
来
る
方

法
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
従
来

の
や
り
方
で
は
な
い
と
い
う
理

由
か
ら
上
司
が
首
を
縦
に
振
ら

な
か
っ
た
り
、
紙
の
稟
議
書
の

上
司
の
承
認
待
ち
で
業
務
が
滞

り
、
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を
取

り
入
れ
て
み
る
も
の
の
、
承
認

し
て
も
ら
う
た
め
に
直
接
足
を

運
ん
で
お
願
い
を
し
に
行
く
羽

目
に
な
り
結
局
余
計
に
時
間
が

か
か
っ
た
、
な
ど
で
地
団
太
を

踏
ん
だ
経
験
は
一
度
く
ら
い
は

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
か
ら
ま
さ
に
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を

導
入
す
る
だ
け
が
Ｄ
Ｘ
で
は
な

い
、
日
本
の
企
業
に
は
デ
ジ
タ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
武
器
に
し

た
変
革
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
変
革
に
お
け
る
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
も
解
き
明
か
し
て

く
れ
る
。

　
個
︵
人
︶
で
は
な
く
、
皆
と

い
う
総
称
の
方
が
し
っ
く
り
来

る
日
本
社
会
。
数
多
く
の
日
本

企
業
を
見
て
き
た
同
社
の
シ
ニ

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
調
和
を
重

ん
じ
、
周
囲
の
目
が
気
に
な
る

日
本
社
会
の
文
化
特
性
が
、
日

本
企
業
の
Ｄ
Ｘ
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
と
説
明
し
て
い

る
。
新
し
い
方
法
、
い
わ
ゆ
る

﹁
昭
和
ル
ー
ル
﹂
か
ら
の
脱
却
、

変
革
は
、
あ
る
意
味
で
調
和
を

乱
す
と
い
う
こ
と
だ
が
、
現
代

の
日
本
企
業
の
Ｄ
Ｘ
に
お
け
る

問
題
解
決
に
は
、
17
世
紀
ま
で

遡
り
武
士
の
リ
ー
ダ
ー
論
が
ヒ

ン
ト
を
く
れ
る
と
本
書
で
明
か

さ
れ
て
お
り
、﹁
葉
隠
﹂
の
口

述
者
で
あ
る
と
し
て
知
ら
れ
る

山
本
常
朝
の
武
士
道
の
心
得
に

つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
意
思

の
重
要
性
に
つ
い
て
も
綴
ら
れ

て
い
る
が
、
自
分
が
そ
れ
ら
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
該
当
し
な
い
場

合
、
Ｄ
Ｘ
の
た
め
に
何
が
で
き

る
だ
ろ
う
？ 
そ
ん
な
考
え
が

ふ
と
浮
か
ん
だ
。
例
え
ば
、
ア

ジ
ャ
イ
ル
︵agile
︶
開
発
と

は
、
設
計
↓
製
造
↓
テ
ス
ト
の

よ
う
な
方
法
で
な
く
、
作
る
↓

試
す
↓
直
す
と
い
っ
た
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
開
発
手
法
の
ひ
と
つ
だ

が
、
失
敗
を
嫌
う
日
本
企
業
で

は
、
ト
ラ
イ
ア
ル
＆
エ
ラ
ー
を

繰
り
返
す
よ
う
な
ア
ジ
ャ
イ
ル

開
発
を
嫌
厭
し
が
ち
だ
。
し
か

し
、
目
的
達
成
の
た
め
に
ひ
た

す
ら
に
努
力
で
き
る
日
本
人
は

見
方
を
変
え
れ
ば
す
ぐ
に
で
も

ア
ジ
ャ
イ
ル
対
応
可
能
な
姿
勢

を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
た
と
え
新
し
い
ア
イ

デ
ア
が
思
い
つ
か
な
く
て
も
、

﹁
や
っ
て
み
る
﹂
か
ら
始
め
る

こ
と
も
Ｄ
Ｘ
の
た
め
の
ワ
ン
ス

テ
ッ
プ
に
な
る
の
で
は
と
思
え

て
き
た
。

　﹁
10
年
後
、
現
経
営
陣
は
会

社
に
い
な
い
﹂
と
す
る
と
、
10

年
後
そ
こ
に
い
る
の
は
自
分
か

も
し
れ
な
い
Ｄ
Ｘ
や
変
革
に
関

係
の
な
い
部
署
や
役
職
だ
と
思

っ
て
い
る
方
に
こ
そ
、
ぜ
ひ
一

度
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　︵
佐
久
間
千
明
︶

 日本企業版 DX は武士道精神で
黒川通彦　平山智晴　松本拓也　片山博順・編著

日本経済新聞出版・刊

■下町ロケット　ゴースト（池井戸潤、小学館文庫）佃航
平率いる下町の中小企業「佃製作所」は仕事への熱い情熱
と優れた技術力を武器に、幾多の困難や倒産の危機を乗り
越えてきた。しかし今回かつてない壁が立ちはだかり、打
開策として新規事業を打ち出した。果たして佃製作所は創
設以来の危機を克服することができるのか。■透明な螺旋

（東野圭吾、文藝春秋） 房総沖で男性の銃殺遺体が見つかっ
た。失踪した恋人の行方をたどると、関係者として天才物
理学者の名が浮上した。警視庁の刑事・草薙は、横須賀の
両親のもとで過ごすガリレオこと物理学者の湯川学を訪ね
る。1998 年の発刊からシリーズ第 10 作目となる今回は、
今まで見たことのないガリレオ先生に関する秘密が明かさ
れる。■いのちがけ　加賀百万石の礎（砂原浩太朗、講談
社文庫）加賀藩の祖・前田利家が流浪した若きころから大
名になった後まで付き従った、股肱の臣・村井長頼。桶狭
間、長篠、賎ヶ岳と名だたる戦場を駆け抜け、利家の危難
を幾度も救う。命懸けで忠義を貫き通し、百万石の礎を築
いた男の物語。■コロナ後を生きる逆転戦術（河合雅司、
文春新書）少子高齢化による人口減少に加えてコロナ禍に
襲われた日本に逆転のシナリオはあるのか。企業も個人も
コロナ後を生き抜くには、今までの常識を一切捨てて「戦
略的に縮む」しかない。少子化・高齢化・コロナ禍という
三重苦の日本が生き残るための具体策を提示する。■片見里荒川コネクショ
ン（小野寺史宜、幻冬舎）留年が決定した海平が片見里の実家に報告に戻る
と、ばあちゃんからバイト代とともに「初恋の同級生・中林継男を捜してく
れ」と頼まれた。荒川区に住む継男は「オレオレ詐欺」の受け子の代役を頼
まれ、老女の家を訪ねたことで継男と海平が荒川で出会う。75 歳の老人に
感化された 22 歳の青年の心の成長を描いた物語。■オリエント　東西の戦
略史と現代経営論（三谷宏治、日本経済新聞出版）始皇帝からグーグルまで、
17のテーマについて古今東西の戦略・組織について語る対談。「日経ビジネス」
での好評連載を書籍化。タイトルの「オリエント」の原義は「ローマから東
の方向」を意味し、東西の叡智を掛け合わせた知見を提供する。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店 NY 本店

　
町
工
場
Ｖ
Ｓ
も
の
づ
く
り
の
神
様
。
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
ガ
リ
レ
オ
先
生
。
村
井

長
頼
が
命
を
懸
け
て
貫
い
た
武
士
の
本
分
。
日
本
が
生
き
残
る
た
め
の
具
体
策
。
75
歳
と

22
歳
の
世
代
を
超
え
た
交
流
。
古
今
東
西
の
戦
略
・
組
織
に
つ
い
て
語
る
対
談
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
４
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
崖
に

囲
ま
れ
、
外
の
世
界
を
知
ら
な

い
町
が
あ
り
ま
し
た
。
町
は
煙

突
だ
ら
け
。
そ
こ
か
し
こ
か
ら

煙
が
あ
が
り
、
朝
か
ら
晩
ま
で

モ
ッ
ク
モ
ク
。
煙
突
の
町
に
住

む
人
は
黒
い
煙
に
閉
じ
込
め
ら

れ
て
、
青
い
空
や
輝
く
星
を
知

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
煙
に
覆
わ

れ
た
煙
突
町
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

夜
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
だ
っ
た
煙

突
掃
除
屋
の
少
年
と
ゴ
ミ
か
ら

生
ま
れ
た
ゴ
ミ
人
間
が
出
会
い

ま
す
。

　
細
密
な
街
の
風
景
が
描
か
れ

た
こ
の
絵
本
制
作
に
は
、
４
年

半
を
費
や
し
た
と
い
う
作
者
・

芸
人
の
西
野
亮
廣
は
﹁
煙
突
町

は
、
夢
を
語
れ
ば
笑
わ
れ
て
、

行
動
す
れ
ば
叩
か
れ
る
、
現
代

社
会
の
風
刺
﹂
だ
と
述
べ
て
い

る
。
西
野
が
自
ら
製
作
総
指

揮
・
脚
本
を
手
が
け
、
昨
年
12

月
に
公
開
さ
れ
た
同
作
映
画
は

観
客
動
員
数
１
７
０
万
人
を
超

え
る
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
、
第

44
回
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
優

秀
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品
賞
を

受
賞
、
世
界
中
の
映
画
祭
で
も

高
評
価
を
受
け
て
い
る
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
の
夜
に
起
き
た
、
心

温
ま
る
奇
跡
の
物
語
。︵
高
田
︶

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
夜
の
奇
跡

 『えんとつ町のプペル』
文と絵・西野亮廣

幻冬舎　2016 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://kkobo.com/
http://www.idocenter.com
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　
今
回
は
、
ネ
イ
ル
と
ヘ
ア
を

美
し
く
保
つ
秘
訣
を
お
話
し
ま

す
。
皆
さ
ま
は
、
爪
や
髪
に
一

番
大
切
な
栄
養
素
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　
爪
や
髪
は
、
同
じ
︵
ケ
ラ
チ

ン
︶
と
い
う
た
ん
ぱ
く
質
成
分

で
形
成
さ
れ
る
、
皮
膚
の
付
属

器
官
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
特
に

爪
は
硬
い
の
で
、
骨
と
同
じ
カ

ル
シ
ウ
ム
で
で
き
て
い
る
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
実
は
た
ん
ぱ

く
質
で
出
来
て
い
る
の
で
す

ね
。
そ
し
て
、
髪
が
細
く
ボ
リ

ュ
ー
ム
の
無
い
方
は
、
爪
も
薄

く
弱
い
、
と
い
う
共
通
点
も
あ

り
ま
す
。
髪
と
爪
に
傷
み
が
見

ら
れ
る
場
合
、
ス
ト
レ
ス
、
睡

眠
不
足
の
ほ
か
に
、
栄
養
が
偏

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
体

の
バ
ラ
ン
ス
に
乱
れ
が
生
じ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、髪
や
肌
、

爪
の
乾
燥
を
気
に
し
て
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
や
ク
リ
ー
ム
な
ど
に

こ
だ
わ
る
方
も
多
い
は
ず
。
も

ち
ろ
ん
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
が
、
身
体
の
中
か

ら
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を

補
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
高
タ
ン
パ
ク
な
食
生

活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
私
の
美
容
歴
は
ヘ
ア
ス

タ
イ
リ
ス
ト
か
ら
始
ま
り
、
ネ

イ
ル
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
肌

の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
と
進
み

ま
し
た
が
、
特
に
身
体
の
先
端

で
あ
る
ヘ
ア
と
ネ
イ
ル
の
お
手

入
れ
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い

ま
す
。
髪
と
肌
は
お
洋
服
を
着

て
い
て
も
、
ど
ん
な
時
で
も
唯

一
外
側
に
出
て
い
る
部
分
。
爪

は
外
側
に
向
い
て
い
て
、
髪
は

お
顔
の
額
縁
と
言
わ
れ
る
部
分

で
す
。
こ
の
﹁
身
体
の
先
端
﹂

を
い
つ
も
キ
レ
イ
に
し
て
お
く

こ
と
で
、苦
労
を
し
な
く
て
も
、

き
ち
ん
と
し
た
お
手
入
れ
感
が

出
て
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
両
方
に
大
切
な
の

は
み
ず
み
ず
し
い
ツ
ヤ
と
輝

き
。
こ
の
秋
冬
に
サ
ロ
ン
が
お

す
す
め
す
る
ケ
ア
は
、
爪
に
は

輝
き
が
長
期
間
持
続
す
る
日
本

産
の
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
、
髪
に
は

最
近
日
本
で
も
話
題
の
、
髪
質

を
改
善
し
て
ピ
カ
ピ
カ
の
ツ
ヤ

を
保
つ
﹁
酸
熱
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
﹂。
月
に
1
回
の
ケ
ア
で
効

果
が
長
く
続
く
最
先
端
の
メ
ニ

ュ
ー
で
す
。
身
体
に
必
要
な
栄

養
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
見

た
目
の
美
し
さ
と
内
面
を
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　
名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

﹁
先
端
美
容
﹂
爪
と
髪
の
お
手
入
れ

10

街角ファッション
動画DE チェック③

動画
インタビュー https://www.youtube.com/watch?v=LYPWTruBeGo

　
よ
く
晴
れ
た
秋
口
の
週
末
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
バ
ー
グ
で
古
着
屋
か
ら
出
て

き
た
女
性
に
街
角
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

　
誕
生
日
を
迎
え
る
友
人
と
買

い
物
中
と
い
う
彼
女
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
はSH

E
IN

で
購
入

し
た
ス
カ
ー
ト
に
、
自
分
で
ア

レ
ン
ジ
し
た
チ
ェ
ー
ン
状
の
金

属
装
飾
を
施
し
、
フ
ォ
ー
エ
バ

ー
21
の
ブ
ー
ツ
と
マ
イ
ケ
ル
コ

ー
ス
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
。﹁
学

生
だ
か
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
あ

ま
り
お
金
を
か
け
ら
れ
な
い

の
﹂
と
言
う
彼
女
は
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
古
着
屋
巡
り
が
趣

味
。﹁
ま
る
で
宝
探
し
み
た
い

な
の
。
時
代
を
超
え
て
自
分
好

み
の
ア
イ
テ
ム
を
発
掘
し
て
い

る
わ
﹂
と
、
Ｎ
Ｙ
で
お
勧
め
の

古
着
屋
４
件
を
紹
介
し
て
く
れ

た
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
版
か
ら
動

画
概
要
欄
に
て
確
認
あ
れ
。

　
彼
女
の
お
気
に
入
り
は
、
こ

こ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
バ
ー
グ
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

最
前
線
の
地
は
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
だ

が
、
そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

楽
し
む
お
洒
落
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
も
口
を
揃
え
る
人
気
ス
ポ
ッ

ト
だ
。
通
っ
て
い
る
大
学
も
あ

る
隣
の
ベ
ッ
ド
ス
チ
ュ
イ
が
生

活
の
中
心
地
で
、
勉
学
の
合
間

に
時
間
を
見
つ
け
て
は
こ
こ
に

足
を
運
ん
で
い
る
と
い
う
。﹁
み

ん
な
お
洒
落
だ
か
ら
、
街
ゆ
く

人
を
見
て
る
だ
け
で
楽
し
い
。

本
当
に
ク
ー
ル
な
人
が
多
い
か

ら
﹂と
目
を
輝
か
せ
る
彼
女
は
、

友
人
の
バ
ー
ス
デ
ィ
パ
ー
テ
ィ

ー
準
備
の
た
め
に
買
い
物
客
で

賑
わ
うD

riggs A
ve

か
ら

帰
路
に
就
い
た
。
古
着
屋
で
の

宝
物
探
し
に
疲
れ
た
ら
、
洗
練

さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の

窓
越
し
に
お
洒
落
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
の
街
角
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
を
楽
し
む
。
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
バ
ー
グ
で
、
そ
ん
な
週
末
を

過
ご
せ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
秋

が
始
ま
っ
た
。

　︵W
ear2Next

チ
ー
ム
／
ア

パ
レ
ル
業
界
関
係
者
に
よ
る
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
チ
ー
ム
︶

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
古
着
屋
巡
り
大
好
き

　
最
近
腰
が
痛
い
、肩
が
痛
い
、

頭
痛
、
目
の
疲
れ
、
糖
尿
病
、

り
ゅ
う
ま
ち
、
う
つ
、
不
眠
症
、

そ
ん
な
人
に
最
適
な
毛
細
血
管

セ
ラ
ピ
ー
の
実
演
体
験
会
が
11

月
１
日
︵
月
︶
と
15
日
︵
月
︶

午
前
11
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
日
系
美
容
サ

ロ
ン
、モ
モ
タ
ロ
ー
美
容
室︵
東

49
丁
目
22
番
地
︶
で
開
催
さ
れ

る
。
８
分
マ
ッ
ト
に
横
に
な
る

だ
け
で
血
流
が
さ
ら
さ
ら
に
な

る
と
い
う
。
ア
メ
リ
カ
の
Ｆ
Ｄ

Ａ
ク
ラ
ス
２
認
可
、
米
航
空
宇

宙
局
︵
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
︶
も
使
用
し

て
い
る
低
周
波
医
療
機
器
を
使

用
す
る
。
皮
膚
に
効
果
の
高
い

レ
ッ
ド
ラ
イ
ト
は
リ
フ
ト
ア
ッ

プ
、し
み
、そ
ば
か
す
、に
き
び
、

円
形
脱
毛
症
、
薄
毛
に
も
効
果

が
あ
り
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

に
最
適
で
副
作
用
は
な
い
。
参

加
費
用
20
ド
ル
。
要
予
約
＝

ayurveda3939@
aol.com

毛細血管セラピー体験会
MOMOTARO で

11 月１日と 15 日

https://www.youtube.com/watch?v=LYPWTruBeGo
mailto:ayurveda3939@aol.com
mailto:ayurveda3939@aol.com
mailto:ayurveda3939@aol.com
http://www.salon-oasis.net
https://www.licensepower.net/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://www.naturalhealingartists.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 EVENT　 
■ ジ ャ パ ン フ ェ ス「 秋 祭 り 」 ＝ 10/23　
10:00 〜 18:00　@Chealsea（6th Ave x 24-
25 St.）今年最後のジャパンフェスがチェ
ルシーで開催。お好み焼き、たこ焼きなど
屋台フードのほか、コスチュームコンテス
ト、ダンスパフォーマンスなどのイベント
が盛りだくさん。入場無料。
詳細は https://www.japanfes.com/
■第 48 回ビレッジ・ハロウィーン・パレー
ド ＝ 10/31　19:00 〜　6th Avenue（from 
Spring St. to 16th St.）2 年ぶりのハロウィー
ンパレード。参加者はマスク着用が義務
付けられ、観客もマスク着用が推奨され
る。今年のグランド・マーシャルは、コメ
ディアンのランディ・レインボー氏。テレ
ビライブ中継は午後８時から NY1 局にて。
VIP 席での観覧（有料）やパレードへの参
加、ボランティア参加などの詳細は https://
halloween-nyc.com
■スモーガスバーグ＝ 10 月末まで　ブ
ルックリン名物の屋外フードマーケット
Smorgasburg がウイリアムズバーグ（土曜）
とプロスペクトパーク（日曜）にて毎週末
開催中。今年からはマンハッタンのワール
ドトレードセンター（金曜）とニュージャー
ジー州ジャージーシティ（土曜）も追加され、
計４か所にて各所 10 月末まで。入場無料。
詳細は https://www.smorgasburg.com/

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ウェビナー「みんなで知ろう！乳がんと
ブレスト・アウェアネス！」=10/23 20:00　
乳房・乳がんに関する動画を作成、発信し
ている YouTube チャンネル「乳がん大事典 
BC Tube 編集部」の代表理事、伏見淳医師
と理事の山下奈真医師、Japanese SHARE
のアドバイザーで BC Tube 理事の田原梨絵
医師によるウェビナー。日本人の乳がんの
特徴や乳がんのリスク、ブレスト・アウェ
アネスについて解説する。参加費無料。定
員 1000 人。
詳 細 は h t t p s : / / s h a r e j p . o r g /
schedule/2021/10/23

MUSIC
■金澤恵之「個展演奏会」＝ 10/23　19:00　
The ClearLight Performing Space（222 E 
46th St.）NY で活動する作曲家・金澤恵之

（かなざわ・さとし）によるコンサート。出

演はレイ・イワズミ、金澤宥輝（バイオリン）、
中川直子（ソプラノ）、市川純子、金澤恵之

（ピアノ）ら。入場無料（事前登録を推奨）。
要マスク着用。予約はＥメール satoshi@
satoshikanazawa.com （金澤さん）まで。

THEATRE/DANCE
■クリスマス・スペクタキュラー＝ 11/5
〜 2022/1/2　Radio City music Hall（1260 
Avenue of the Americas）華やかな衣装と女
性ダンサー「ロケッツ」によるラインダン
スが有名な 90 分のショー。昨年は 1933 年
の初公演以来初めて中止されたが、NY の
ホリデーシーズンを代表するショーが 2 年
振りに復活する。1 日 1 〜 4 公演。入場料 :
＄49 〜。チケット発売中。
詳 細 は https://www.rockettes.com/
christmas/

ART
■ THE BRICKS 第 1 回合同展＝ 10/22 〜
28　The Blue Gallery（222 E 46th St.）東
京藝術大学同窓生により新たに結成された
芸術集団の設立を記念する音楽と美術の合
同展。美術・音楽からアーティストをひと
りずつピックアップした特別展示「フィー
チャリングコラボレーション」も同時開催。
入場無料。詳細は thebricksnyc.wixsite.com/
my-site-1
■草間彌生展「KUSAMA：Cosmic Nature」
＝〜 10/31 The New York Botanical Garden 
(2900 Southern Boulevard) Tel:718-817-
8700  ブロンクスのニューヨーク植物園で
開催中の前衛芸術家・草間彌生の大規模展
示。半年にわたる同展も今月末で見納め。
入場料：ガーデン＆ギャラリーパスが一般
35 ドル、学生・65 歳以上 32 ドル、2 〜 15
歳は 15 ドル、2 歳以下と会員は無料。
詳細は https://www.nybg.org
■アンディ・ウォーホルの写真展「Andy 
Warhol Photo Factory」 ＝ 〜 2022/1/30　
Fotografi ska（281 Park Ave）代表作である
シルクスクリーン作品・肖像画など 120 点
以上を展示し、ウォーホルの人生と仕事の
内側を紹介する。自身の創作過程や友人た
ち、出版物のために制作したポラロイドの
コラージュもある。入場料 : 一般 26 ドル、
学生・シニア 16 ドル、会員・６歳以下は無料。
詳細は https://www.fotografi ska.com
■ デ ィ オ ー ル の 展 覧 会「Christian Dior: 
Designer of Dreams」 ＝ 〜 2022/2/20　
Brooklyn Museum（200 Eastern Parkway）
ディオールがブランドを設立した 20 世紀
初頭までさかのぼり、資料や商品とともに
ハイファッションの歴史を探る展示。200
点以上のオートクチュール、写真、映像、
スケッチ、ビンテージの香水、アクセサリー
などを見ることができる。入場料 : 一般
$25、学生・シニア $16、４〜 12 歳 $10、
3 歳以下・会員無料。詳細は https://www.
brooklynmuseum.org/
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侍 JAZZ は葉隠
東西文化の融合 NY で披露
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